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はじめに

筆者は『アメ リカ公立図書館 ・人種隔離・アメリカ図書館協会 :理念と現実との確執J(京

都大学図書館情報学研究会発行 日本図書館協会発売 2006)で、アメリカ南部に地理的対象

を絞り、黒人への公立図書館サービスが開始される20世紀初頭から、公立図書館での人種隔離

が撤廃されアメリカ図書館協会が人種隔離撤廃を制度化する1960年代初頭までを取り上げて、

アメリカ公立図書館の動きをまとめてみた。 1960年代初頭を区切りとしたのは、人種での図書

館利用の差別撤廃を明確にアメリカ図書館協会の方針に組み込んだ『図書館の権利宣言』第5

条(人種統合条項)の採択 (1961)、アメリカ図書館協会として人種隔離への制度的な統制を

設定した『個人会員、支部資格、および施設会員に関する声明』の採択(1962)、およびアメ

リカ図書館協会と して最初で最後の図書館と人種差別の実態を調査した報告書『公立図書館へ

のアクセス』の刊行(1963)を意識していた。

『アメリカ公立図書館・人種隔離・アメリカ図書館協会』の目的は2つあった。 1つは南部公

立図書館での黒人へのサービスの実態を骨太に描くことであるO 次にアメリカ図書館協会が示

す図書館における人種隔離への態度を解明することであるO アメリカ公立図書館史をみると、

「すべての人びと」、「最大多数の人に最良の本を」、「民衆の大学」、「人びとの宮殿」という言

葉が飛び交っているのだが、あらゆる意味で図書館利用を制限されているグループがあり、そ

うした最大のグループが黒人であった。『アメリカ公立図書館・人種隔離・アメリカ図書館協

会』は上記の2つの解明を目指していたのだが、それは黒人への公立図書館サービスを探るこ

とで、アメリカ公立図書館や公立図書館界の主流となる考えの特徴や限界を浮かび上がらせる

ことに、最終的な目的があった。それはまた、周縁部あるいは周縁部への主流の態度をみるこ

とによって、主流となる部分の公立図書館への基本的姿勢を浮かび上がらせるという試みでも

あった。

この目的が達成されたか否かはともかく、研究は既存の研究の上に積み上げるにしろ、既存

の研究そのものを批判し新たな土台を構築するにしろ、いずれにしても既存の研究の少なくと

も重要な業績については網羅的な検討が欠かせなL、。『アメ リカ公立図書館 ・人種隔離・アメ

リカ図書館協会』でこうしたいわば研究史に関わるのは、「序論:すべての人びとへのサービ

スとアメリカ公立図書館」の第7節「研究の状況と本書の構成」であり、 17.1 研究の状況」

については、わずか4ページをあてたにすぎなし1。そして 17.1 研究の状況」で示したのは、
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重要な文献の展望や問題点の指摘ではなく 、単に公立図書館史における黒人研究が非常に遅れ

ているという指摘をする内容であった。

本稿はアメリカ公立図書館と人種隔離を中心に、 一定の網羅性を備えた文献展望を行うこと

で、『アメリカ公立図書館・人種隔離・アメリカ図書館協会』の欠落部分を補うと同時に、今

後の研究の土台を構築しようとするものであるO 人種は、ジェンダーや階級とともに図書館に

おける批判的研究の中核を占める。そうした意味からすると、黒人と図書館に関する歴史的研

究の「すべて」を視野に入れるべきかもしれな ~ìO しかし本稿は 「すべて」を取り込まず、ア

メリカ図書館史における最も強固な制度的差別である人種隔離と公立図書館の関係を中心に扱

うO すなわち指導的黒人図書館員の伝記、黒人図書館員の養成教育の歴史、具体的な図書館サー

ビスの歴史、あるいは北部での黒人への図書館サービスの歴史といった側面は最小限にとどめ、

注で重要な文献を指摘する。

諸業績をみた場合、例外的な業績はともかくとして、黒人と図書館に関する歴史的研究は19

70年代に入って散見されるようになった。それまでは歴史を扱っていても歴史研究とはいえな

かった。こうした筆者の認識、および現実の歴史の上に諸々の業績をのせたいという関心から、

本稿の構成は以下のようになっている。なお南部での公立図書館の発展は19世紀末からであり、

黒人への図書館サービスが開始されるのは白人への図書館サービスから遅れ、 20世紀初頭が起

点となるO

まず第1章 「黒人と公立図書館:1960年まで」は3つの節で構成し、第1節では20世紀初頭、の

南部での公立図書館の成立から1960年までを概説し、第2節では同時期のアメリカ図書館協会

の対応を骨太に描く O 同時にそこで取り上げた事項について研究に関わる最低限の文献や原資

料を注で掲げているO そして第3節では、この時期の主要な文献を解説した。そこでは隔離の

状況を調査した文献から南部の図書館状況を全体的に解明した文献まで、比較的幅広く選んで

いるO

歴史学、教育学などでは、 一般的に「分離すれども平等」の法理を否定した1954年のブラウ

ン事件判決 (Brownv. Board of Education)を時代区分とする場合が多い。しかし公立図

書館と人種隔離についてはブラウン事件判決が大きな直接的な転機になるとはみなしがたい。

とりわけ南部公立図書館での隔離撤廃運動やアメリカ図書館協会の対応をみると、むしろ1960

年頃で時代区分をするのが適当だと思えるO そうした判断から、第2章 「公立図書館での隔離

撤廃と黒人の主張の時代:1960-1970年代」を設定し、第1節と同じように3つの項目を設定し

た。第1節では隔離撤廃を求める裁判を取り上げて図書館における人種隔離を概括した。第2節

では制度的差別に反対するにいたったアメリカ図書館協会と、そこから生じたいっそう大きな

問題を描いた。同時にそこで取り上げた事項に関わる最低限の文献や原資料を注に掲げた。第

3節ではこの時期の主要文献を解説しているが、アトランタ大学での修士論文および当時の黒

人図書館運動を代表するE.J.ジョズィー(E.J.J osey)の業績とその特徴を中心にまとめてい

るO

第3章では、1970年代以降の黒人と図書館、とりわけ南部での人種隔離に関する業績を、主

に図書館史研究プロパーの業績に焦点を絞って紹介し、検討するO 基本的には単行書を取り上
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げているが、 重要な文献については雑誌論文も紹介した。本章ではまず第1節で 「全体的な研

究の状況」を概説し、以下の節の導入部分としているO そして第2節では人種隔離に焦点をあ

てた包括的な論考を示し、第3節では黒人図書館史研究に限定した単行書や博士論文を紹介し、

その特徴と限界を示しているO 最後の第4節では第2節と第3節の内容を各論的に深めた論考、

および南部図書館史と黒人を扱うのに無視できない文献を幅広く紹介しているO 最近の図書館

史研究の動向を反映して、原資料や手書き資料などにもとづく研究論文が増えており、こうし

た個別実証論文は以前と比べると質が向上しているO

1章黒人と公立図書館:1960年まで

1.1 黒人と公立図書館(概観) : 1960年まで

・南部公立図書館の成立と発展:19世紀中葉に公立図書館が制度として成立したのだが、南

部での公立図書館設置は人種隔離が結晶化される19世紀末から20世紀初頭に開始されるO これ

には州レベルでの図書館法の採択、州図書館委員会や州図書館協会の設置を含む。また公立図

書館設置にはA.カーネギー (AndrewCarnegie)の資金援助が大きし、。そしてほぼ例外なく

白人用の図書館が先発し、黒人用の図書館は後発した。例えばアトランタの場合、公立図書館

の開館は1902年だが、黒人用の図書館の開館は1921年であった 1)。もちろん黒人用の図書館を

用意したのは大きな都市で、中小の自治体では白人用の図書館だけがあり、黒人用の図書館は

なかった。なお公立図書館の全般的な設置は、自治体での図書館の設置、州の補助(州図書館

委員会の設置や巡回文庫)やカウンティ・ライブラリーの開始、それに戦後の連邦補助 0956

年に成立した図書館サービス法 (LibraryServices Act)) という順序で進んでいく O この図

式自体は北部と相違はな~，。ただし1934年に開始されたテネシ一流域公社 (TVA)による図

書館活動、および1941年から1949年まで続いたテネシ一流域図書館会議 (TennesseeValley 

Library Council)による活動 2)、さらに時代は下がるが、例えば1964年に行われたフリーダ

ム夏期フ。ロジェク卜などは黒人に関係する南部特有の図書館活動と位置づけられる 3)

-南部公立図書館での黒人への図書館サービス:1896年のプレッシ一対ファーガソン事件

(Plθssy v. Ferguson) 4)で、合衆国最高裁は「分離すれども平等」の法理を確立した。とに

もかくにもサービスが存在するという意味での「平等」を考えると、上述のア卜ランタ公立図

書館の場合は、 1902年から1921年まで¥この法理にさえ抵触していたし、中小の自治体でも同

じであったろう o 1954年のブラウン対教育委員会事件 (Brownv. Board 01 Education) 5) 

で、合衆国最高裁は分離自体を不平等とし、そののち公教育や高等教育では人種隔離撤廃をめ

ぐって激烈な闘いに入っていくのだが、公立図書館の場合、そうした目立つ闘いはなかった。

また学校、パス、プールなどと比べて時期的に早くから、そして静かに人種隔離撤廃がなされ

ていったヘ

-黒人への図書館サービスの管理運営方式:こうした人種隔離された黒人用図書館の管理運

営面をみると、いわゆるルイヴィル (Louisville)方式が主流であった。この方式は、 1つの

図書館管理機関すなわち白人からなる図書館理事会を設けて、その下に黒人専用の分館を設置

し、その運営を黒人が担当するという方式であるO いま 1つシャーロッ卜 (Charlotte)方式

円
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があり、これは白人と黒人でまったく別途の図書館管理機関を設けるものであるO 黒人図書館

理事会と白人図書館理事会を別途に設置し、おのおのが独立してサービスをするO この方式は

たいして広まらず、シャーロット市自体が1929年にルイヴィル方式に移行してしまった。ルイ

ヴィル方式は図書館管理にたけた白人の統制下に、黒人用図書館を黒人が運営するのだが、概

して黒人図書館員自体がこの方式を支持していた7)

・南部の図書館を指導したルイヴィル公立図書館 8) 南部の大都市ルイヴィルが黒人への図

書館サービスのみならず、南部の図書館に大きな影響力を持ち得たのは、北部の先進的な図書

館に匹敵する抜きん出た図書館費や活動実績に加えて、館長のウィリアム・ F.ヤス卜

(William F. Yust)やジョージ・ T.セトル (GeorgeT. Settle)、それに黒人分館長のトマス・

F.ブルー (ThomasF. Blue) といった幹部がアメリカ図書館協会、南東部図書館協会

(Southeastern Library Association) 9)、ケンタッキー州図書館協会などで活発に活動した

ことも大きし可。それにルイヴィル公立図書館が図書館員養成学校を設置し、黒人図書館員を養

成したことも無視できない。黒人図書館員の養成は1910年から始まり、ルイヴィルで、訓練を受

けた黒人図書館員が、南部の図書館で実際にサービスを担ったのであるO そして1925年には黒

人図書館員の養成機関としてハンプトン・インスティチュー卜 (HamptonInstitute)が設置

され、ルイヴィルでの養成は引き継がれてし 1くO なおルイヴィルの養成が正式に終結したのは

1931年であるO

・黒人図書館員の養成学校10) このハンプトン ・インスティチュー卜は黒人の大学であった。

カーネギーの寄付を得て黒人図書館員を大学で養成することになったが、その場合、アメリカ

図書館協会はタスキーギ・インスティチュート (TuskegeeInstitute)とハンプトンを候補に

あげた。タスキーギは黒人による黒人のための大学で、ハンプトンは白人による黒人のための

大学であった。ここでも白人の統制下による黒人図書館員の養成が、特に効率性の観点から重

視されたのであるO すなわち図書館サービスにおけるルイヴィル方式を黒人図書館員養成につ

いてもそのまま持ち込み、それを最良の方式とした。それはまた図書館員養成での人種隔離を

徹底することでもあった。

-黒人図書館員の反応:南部公立図書館では白人の統制や指導のもとに黒人図書館員が黒人

にサービスをしたが、そうした方式を黒人図書館員自体も肯定的に受け取っていた。少なくと

も主要図書館関係雑誌に黒人からの問題提起はない。人種隔離にたいする黒人による問題提起

は、 1960年12月号の『ライブラリー・ジャーナル』に現れるライス・エステス (RiceEstes) 

の論文「隔離された図書館」を待たねばならなかったω。

1.2 黒人とアメリ力図書館協会(概観) : 1960年まで

・アメリカ図書館協会の基本的姿勢:アメリカ図書館協会が黒人の問題に最初に関わったの

は、南部で最初に聞かれた1899年アトランタ年次大会であった。このとき黒人の登壇を求める

声が舞台裏で上がったのだが、図書館協会の最高幹部は黒人の登壇に臨時するとともに、その

最終的な判断をアトランタの当地実行委員会の判断に委ねた。すなわち全国的な専門職団体で

あるアメリカ図書館協会の問題とは把握せず、むしろ南部という 1つの地方 (region)の問題
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であり、そこで処理されるべき問題と捉えたのであるω。この判断はアメリカ図書館協会の基

本的な考えとして引き継がれていく o 1960年モントリオール年次大会でも会長ベンジャミン・

パウェル CBenjaminPowell)が、地方の管轄範囲に介入できないし、介入するつもりもない

と明言していた問。 これが1960年までのアメリカ図書館協会の基本的な姿勢であった。

・黒人への図書館サービスの扱い:アメリカ図書館協会を舞台とする動きでは、1913年大会

でのウィリアム・ヤス卜の発表と雑誌論文凶、それに1921年から1923年にかけての黒人サービ

ス・ラウンドテーブル CWorkwith Negro Round Table)の成立と崩壊∞を無視できない。

前者は実態調査にもとづ、いて、アメリカ図書館協会の正式機関誌に黒人への図書館サービスを

発表した最初の論文であるO 黒人への図書館サービスの現実と課題を全国に知らしめた点、管

理運営方式としてルイヴィル方式を明確に主張した点で重要な位置を占めるO 一方、黒人サー

ビス・ラウンドテープ、ルの成立と崩壊については、いっそう複雑な問題をはらんでいるO この

ラウンドテーブルの指導者は、ニューヨーク・パブリック・ライブラリーの135番街(ハーレ

ム)分館のアーネスティン・ローズ CErnestineRose)と、ルイヴィル公立図書館のジョ ー

ジ・セトルであった。この時点で、黒人への図書館サービスは南部の問題にとどまらず、北部

の課題でもあることが認識されたのであるO その場合、ローズとセトルという両指導者は、南

北に固有の事柄には触れずに、黒人利用者への具体的なサービスの在り方を検討する場として、

ラウンドテーブルを構想し、組織化しようとした。しかしながらどのような側面をとっても、

結局は南北の固有の状況に戻り、黒人サービスを共通のテープ、ルにのせることは不可能との結

論になった。 1899年のアトランタ年次大会で、黒人の問題を「地方」の問題とした。こうした

姿勢は黒人サービスを直接的に扱うラウンドテープ、ルを組織化するときに、いっそうはっきり

した。全国団体であるアメ リカ図書館協会は地方の問題に関わらないということであり、黒人

にまつわる問題を地方に押し込めるという姿勢であるO これがアメリカ図書館協会の基本的姿

勢であり、上述の1960年のパウェルの言及にいたるのであるO

-人種隔離への先駆的対応:とはいうものの、アメリカ図書館協会が隔離に反対する何らの

具体的措置も取らなかったということではなL、。アメリカ図書館協会は1936年のリッチモンド

年次大会にまつわる出来事で、具体的措置を講じているヘこの大会に黒人は参加できたもの

の、白人と同じようには会議や食事会に参加できなかった。この点に批判が集まり、「アメリ

カ図書館協会の大会や協会の統制下にある会議の場合、全会員があらゆる部屋や会場の利用に

関して完全に等しく扱われなくてはならない」との具体的方針を初めて採択したmo この方針

は実質的に南部での大会開催を慎むことを示しているO しかし同時に、「大会での差別は図書

館協会が課したものではない」、「全般的な社会的、個人的な差別という領域を扱うのは、本会

の管轄範囲ではない」とも述べてもいる。こうした姿勢は、全国的な専門職団体である協会は

地方の問題を扱わないとの従来の態度と変わるところはない。これは南部において、図書館に

おける隔離や分離を認めることに他ならない。アメリカ図書館協会は人種隔離全般に積極的に

反対の行動を取るとか、黒人の基本的人権を守るという措置を取ることはなかった。むしろそ

うした問題を回避したのであるO なお1954年のミネアポリス年次大会で各州には 1つの州支部

しか認めないと決定し、 1956年冬期大会を期限に州支部の再認定を実施したへ このときジョー
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ジアとアラバマは条件を満たせず、両州には州支部が存在しないことになった。 1936年と1954

年の措置は重要ではあるが、先駆的で限定的な例と考えてよい。

1.3 黒人に関する図書館史研究の業績:1960年まで

単行書や全国的雑誌で黒人に限定した図書館史の業績はほとんどなし1。したがって本項目で

は比較的広範囲に文献を拾っているO またそうした文献を年代順に並べてみた。 1977年にE.J.

ジョズィ一(E.J.Josey)とアン.A.ショックリー (AnnA. Shockley)は『黒人図書館学

ハンドブック』を編纂して刊行した。同書の冒頭にはジョズィーとキャスパー・ L.ジョーダン

(Casper L. Jordan)が作成した「黒人図書館学年表」が掲げられ、 11913 ウィリアム・ヤ

ス卜は初めての試みであろうが、アメリカ公立図書館における黒人の状況を解明しようとし

た」 ωとの記載があるO このヤス卜の論文「黒人や黄色人種への図書館サービス」が黒人への

図書館サービスの実態を解明した最初の文献とされる2九ヤスト論文は9ページで、 (1)1学校 ・

大学図書館」、 (2)1全般的な傾向」、 (3)1黒人用の図書館を有する市」、(4)1運営方式」、(5)

「巡回文庫」、(6)1黒人の読書傾向」、(7)1結論」という 7つの節を設けているが、ヤストの関

心は公立図書館にあった。当時の南部で公立図書館を有する20の都市のうち黒人へのサービス

を行っているのは8つであるO 同論文で特に重要なのは、実態調査にもとづいてアメリカ図書

館協会の正式機関誌に黒人への図書館サービスを発表した最初の論文であること、黒人への図

書館サービスの現実と課題を全国に知らしめたこと、および管理運営方式としてルイヴィル方

式、すなわち白人の主導下に黒人分館の設置(白人と黒人の分離)を主張した点にある。なお

ヤス卜の1913年論文は常に指摘されるのだが、同論文に匹敵する分析が1916年の南東部図書館

協会の会議録に掲載されており、当時の状況を知る基礎資料になるω。この種の地方雑誌には

こうした客観的調査報告が多いと思われる22)0

1922年にはアメリカ図書館協会に黒人ラウンドテーフ、、ルを設置する試みの一環として、ニュー

ヨーク・パブリック・ライブラリー135番街分館が全国の主要都市約100館を対象に黒人へのサー

ビスの実態調査を行ったお)。そこではサービスの運営方式とともに、黒人職員の有無や養成法、

および図書館理事会への黒人の参加方法などを問うているO 前者については、ルイヴィルの養

成クラスに入る、白人の館長や上司から訓練を受ける、それに州図書館委員会が開催する整理

技術の研修会に参加するという3つの方式があるとした。そして黒人図書館員養成は嘆かわし

い状態にあるとまとめているO 翌1923年にはヒュース卜ン公立図書館のジュリア・アイデソン

(J ulia Ideson)が南部の約80の図書館を対象に、 35館からの回答を分析して、黒人ラウンド

テープ、、ルで、発表した24) それによると35館のうち23館は何らかの黒人へのサービスを実施して

いた。同報告をみるとルイヴィルの黒人分館のサービスが目立っているO

ルイス・ショアーズ (LouisShores)が1930年に『ライブラリー・ジャーナル』に発表し

た「黒人への公立図書館サービス」も同じような実態調査である加。そこでは黒人人口が大き

い都市80館に調査票を配り、 75館から回答を得ていた。この調査の副題「黒人図書館員養成に

関する現状」が示すように、特に黒人図書館員の養成を意識した調査であった。ショアーズは

黒人へのサービス拡大を期待し、そのためにはさらなるローゼンワルド基金 (Rosenwald
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Fund)からの資金、いっそう多くの黒人図書館員、それに黒人読者層の拡大が必要であると

主張した。

広い展望のなかで黒人への図書館サービスを扱ったものとして、ルイス・ R.ウィルソン

(Louis R. Wilson)が1935年に発表した『南部でのカウンティ・ライブラリー・サービスJl26l

があるO 大恐慌の時代に黒人への図書館サービスに最も寄与したのはローゼンワルド基金であっ

た。ウィルソンは同基金の実験プログラムに焦点をあて、社会状況や経済状況も視野に入れつ

つ、図書館の現状と課題を分析しているO この実験フ。ログラムについて、サービスは不十分で

非効率としつつ、カウンティ全域へのサービスという考えは支持し、また同基金の取り組みが

社会的、教育的向上に貢献しているという点では高く評価した。さらに人種隔離は貧しい資源

をさらに散逸させており、南部の図書館の発展は遅れ、なかでも黒人へのサービスは最も遅れ

ていると指摘した。同書は勧告の 1つを黒人サービスにあて、「黒人へのサービスの向上」、

「図書館にたいする黒人自体の関心の育成」、「いっそう多くの図書の提供、建物の向上、それ

に黒人図書館員への教育や研修の強化」を訴えているヘ

翌年にはアメリカ図書館協会が派遣した南部の地域専門家 (regionalfield agent) トミー・

D.パーカー (TommieD. Barker)が 『南部の図書館』却を発表した。同書は1930年から1935

年までの図書館の発展を示し、第8章で黒人を扱っているO そこでは黒人分館の設置とローゼ

ンワルド基金によるサービスを取り上げている o 1926年の時点では南部の89.5パーセントの黒

人が図書館サービスを受けられなかったが、 1935年には83パーセント(白人黒人全体では66パー

セント)になり、徐々にサービスの進展がみられるとした。また黒人分館設置の増加を指摘し

たが、それらは白人用図書館に公費を投入しているので、設置は満足感ではなく一種の罪悪感

によると記した。最終章は15点の勧告を示しているO そこでは「各館による包括的サービス」、

「成人教育」、「村落部の生活の認識」など多くの項目を挙げているが、黒人への言及は皆無で

あった。

1938年に図書館学および図書館界の指導者ルイス・ R.ウィルソンが発表した 『読書の地理

学』 却は、全国の図書館状況や読書関係機関、それに新聞や雑誌なども調査した包括的な研究

書である。同書は黒人への図書館サービスを散発的に扱っている3九 低い識字率、それに人口、

地理、経済の状態が、南部の公立図書館とりわけ黒人の図書館サービスの遅滞に大きく影響し

ているとした。それに「図書での学習」は黒人に無意味との考えが根強く、この考えも黒人へ

の図書館サービスを遅れさせているのであるO

エリザ・ A.グリーソン (ElizaA. Gleason)は、図書館学で博士号を獲得した最初の黒人

であるとともに、博士論文をもとに1941年に刊行された『南部の黒人と公立図書館Jl31)は、現

在でもこの分野で最も包括的な研究書としての位置を保っているO 第1章「歴史的背景」を前

置きに、第2章「南部黒人への公立図書館サービスの法的基盤」、第3章「統治組織」と法的考

察が続く O さらに第4章「黒人図書館サービスの地理学」、第5章「財政と管理」、第6章「図書

館内の管理と運営」と黒人への公立図書館サービスをマクロ、ミクロの両面から検討しているO

そして第7章では独立型の黒人図書館(シャーロット型)を分析し、第8章では私立の黒人中等

学校や黒人大学との関わりを探っているO また調査によって当時の黒人図書館サービスの実態
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も明らかにした。運営形態の場合、南部の60以上がルイヴィル方式を採用していたが、グリー

ソンは黒人と白人の図書館理事会を別途に設置し独立してサービスをするシャーロット方式を

支持しているO この点だけをみると、グリーソンは人種隔離を支持しているように思われるが、

決してそうではない。同書は黒人への公立図書館サービスの法的基盤を深く検討し、そこから

図書館での隔離撤廃を導いているように思われるO グリーソンは「分離すれども平等」を規定

した1896年のプレッシ一事件判決を厳格に読み、「平等な」サービスの場合には隔離が可能で

あると解釈する O しかし南部の経済状況からしても「平等」は実現できなし 1。これは全国黒人

向上協会 (NAACP)が人種隔離と闘うために1954年のブラウン事件判決まで用いた法廷での

戦術でもあるO おそらくグリーソンは人種統合をした 1つの高質の公立図書館サービスを望ん

だのであろうが、それを明示してはいない。

グリーソンの図書が刊行された1941年といえば、黒人大学のアトランタ大学に図書館学校が

開設された年であった。開設を記念して会議が開かれたのだが、その論集が刊行されているお)0

この会議にはルイス.R.ウィルソン、ウィリアム・ w.ビショップ (WilliamW. Bishop)、
カーネギー財団のフレデリック・ P.ケペル (FrederickP. Keppel)、それにトミー ・D.パー

力一、エリザ、・ A.グリーソン、アーネスティン・ローズ¥フローレンス ・R.力一ティス

(Florence R. Curtis)、ルイス・ショアーズなど鋒々たる指導者が参加して発表した。黒人図

書館員の養成に関する会議であるが、南部の黒人への図書館サービス全般も扱っており、当時

の南部の図書館状況と指導者の考えが理解できるO グリーソンは「分離すれども平等」の「平

等」をめぐる法的、実践的な考察をしており興味深いが、『南部の黒人と公立図書館』と同じ

ように、隔離自体を直接的に非難するという形はとっていない制。

第2次大戦後の実態調査では、パーミングハム公立図書館長エミリー・ M.ダントン (Emily

M. Danton)が発表した1948年の調査がある 34)。同調査は南部の22の公立図書館を対象にして

いる。題目「南部は制限が緩みつつある」が示すように楽観的な内容になっている。多くの館

は必要に応じて黒人に中央館の「利用」を許していると回答してはいるが、実態は中央館から

黒人分館に資料を回すといった場合が多く、決して白人と同じサービスを提供しているのでは

ないとした。人種統合の回答は2館にすぎず、ダントンのパーミングハム公立図書館自体が厳

格な人種隔離を行っていた。

翌1949年にはルイス・ R.ウィルソンを編者として『南東部の図書館』 お)が刊行された。南東

部州、|を対象とするこの包括的な図書館調査は、図書館数、利用、財政、給与、図書館員、蔵

書冊数、貸出冊数など、州、|を単位に比較している。さらに州図書館協会の活動、慈善団体など

にも触れているO 第7章「黒人への図書館サービス」の場合、州ごとの黒人と白人の比率、公

立図書館サービスを受けていない白人と黒人の比率、黒人が5千人以上の町の図書館費や蔵書

冊数や貸出冊数、白人との給与の比較などを行い、いずれも具体的数値をあげているO 結論と

して、南東部の黒人の66パーセントは図書館サービスを受けておらず、ナト|の公立図書館振興機

関はこの状況を改善できるとした。同書は「制限なしに黒人へのサービスを提供している市は

ほとんどない」 制と分析しているが、それ以上の言及はなかった。

1954年といえばブラウン事件判決が出された年であるO アナ・ホールデン (AnnaHolden) 
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が1954年1月号の『ニュー・サウス』に発表した調査報告「南部図書館と人種」 刊は、南部会

議 (SouthernCouncil)が公立図書館長172名に送付した回答を分析したものであるO 調査結

果では南部の中央館で黒人に白人と同等のサービスを提供している図書館は59館になっていた。

もっともこの59館のなかでも、黒人の子どもにはサービスをしていない館があったりした。ま

た深南部のジョージア、サウスカロライナ、アラパマ、ミシシッピ一、ルイジアナでは、中央

館で白人と黒人が同等のサービスを受けている図書館はなかった。この論文と同じ号に掲載さ

れたアトランタ大学の図書館長Lレディック (L.D.Reddick)の論考「南部黒人はどこで本

を読むことができるのか」 加は、現状分析とともに隔離自体の問題点を明確に提示した。レディッ

クのような明確な隔離撤廃を当時の図書館員や図書館学研究者は提示しておらず、この論文は

重要な文献になるO しかしながら、こうした文献が図書館界で大きく取り上げられるとか、いっ

そう声高な隔離撤廃の主張につながっていくということはなかった。

1955年に『ライブラリ ー・ジャーナル』に掲載されたド ロー シー・マカリスター (Dorothy

McAllister)論文はミシシッピー州に限定した調査報告別で、公立図書館50のうち、黒人への

サービスをしているのは12館にすぎないと実情を報告した。同州での黒人へのサービスに関し

て、財政支援が不十分、図書館利用が低調、専門的訓練を受けた職員の不在を指摘しているO

南部の図書館指導者メアリ ー・E.アンダーズ (MaryE. Anders)は1958年にコロンビア大

学で博士論文「南東部の公立図書館サービスの発展」 仰を執筆した。この論文は19世紀末から

20世紀前半の図書館サービスを中心に描いており、南部公立図書館の全体的理解に役立つO 公

立図書館の発展を支えた女性クラブをはじめとする多くの図書館関係団体、図書館員養成教育、

カーネギーやローゼンワルドといった財団の役割、雇用促進局 (WPA)やテネシ一流域公社

(TVA)といった連邦のプログラム、および州の支援などを要領よくまとめているO 第13章の

結論の部分では、人種問題があらゆる側面に影響していると指摘し、もともと少ない資源を公

共サービスで二重の制度を作ることにより、資源をいっそう散逸させていると述べたω。しか

しそれ以上の言及はなく、また公立図書館サービスと黒人についての分析もなかった。

以上のように南部全体および黒人図書館サービスに関する主要文献を示してきたが、特に留

意すべきは1954年のブラウン判決後に図書館界がまったく黒人利用についての発言や基礎的調

査をしなかったことであるO 時機を得たホールデン論文は『ニューサウス』という雑誌に掲載

された南部会議の調査であった。 1960年12月にエリック・ムーン (EricMoon)は隔離の問

題を「沈黙の課題J42)と述べていたが、事実としてそうであった。特にアメリカ図書館協会の

場合、黒人問題を地方の問題として封じ込めており、この点については本章の文献上でも確認

できたと思われるO

2章 公立図書館での隔離撤廃と黒人の主張の時代:1960-1970年代

2.1 隔離撤廃運動と図書館裁判

-法的枠組みと隔離撤廃の動向:合衆国最高裁が「分離すれども平等」の法理を確立した

1896年のプレッシ一対ファーガソン事件判決、および分離自体を不平等とした1954年のブラウ

ン対教育委員会事件判決が、人種隔離を考える場合の大きな枠になるO なお公立図書館での隔
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離撤廃は学校、パス、公営プールなどよりも円滑に進み、深南部を除いてはブラウン事件判決

の時点でかなり進展していた。南部の図書館での人種隔離撤廃裁判は1960年頃を頂点とするが、

概して大きな問題もなく、撤廃後の混乱もなく進んだ的。

・先駆的な人種隔離撤廃裁判刊:1939年にヴァージニア州アレクサンドリア CAlexandria)

公立図書館で、白人の図書館に黒人が図書館カードの発行を求めたが拒否され、裁判になった。

判決は原告黒人の勝訴であったが、市は人種差別をなくすどころか、黒人専用分館を設けて人

種隔離を強固にしてしまった。 1944年から1945年にかけて生じた力一対イノック ・プラット ・

フリー・ライブラリー事件 CKIθrr抗 EnochPratt Free Library)の場合、黒人カーは同館

の養成クラスへの志願が認められず、人種に依拠する差別として提訴した。連邦控裁はカーの

訴えを認めた。そのため同館は判決を館の方針として組み込むと決定したが、同時に養成クラ

ス自体を廃止してしまった。たしかに廃止についての図書館幹部の説明には妥当性があるもの

の、この措置には実態としては人種隔離を維持したいという考えがうかがえた。

• 1960年頃を頂点とする人種隔離撤廃裁判:ヴァージニア州のダンヴィル CDanville)4ヘ
ビーターズパーグ CPetersburg)ω、それにアラパマ州のモントゴメリ _ 17)などが代表的事例

になるO いずれも原告黒人が中央館で静かな坐り込みを行って逮捕され、裁判に持ち込んだり

したもので、図書館はいずれも敗訴し、隔離を撤廃しているO しかし図書館や市側はさまざま

な主張や行動をした。例えば公立図書館を白人からなる私的財団に移して図書館を維持しよう

としたり(ダンヴィノレ)、図書館を意識して不法侵入条例を作成したり(ピータ ーズ、パーグ)、

1人の黒人に図書館カードを出したというだけで人種隔離をしていないと主張したりした(モ

ントゴメリー)。

・中央館での人種隔離撤廃とは:公立図書館での隔離撤廃とは多分に中央館を黒人が使える

ことを意味するが、 1954年のブラウン事件判決以後、そうした意味での隔離が裁判で認められ

るはずはなかった。しかし中央館が利用できても、さまざまな障壁はあった。例えばテネシー

州のメンフィス公立図書館は1960年に人種隔離について提訴され、裁判に入る前に隔離を撤廃

したが、洗面所での隔離は維持していた。黒人が洗面所での隔離を憲法違反と提訴し、結果は

黒人の勝訴となった制。しかしこの裁判でも市や図書館側は、黒人に性病や伝染病が多いといっ

た根拠のない理由を持ち出したのであるO また中央館を利用できるようにしても、それは必ず

しも差別的でない等しい扱いを意味しない。黒人を黒人用の閲覧室に 「隔離」したり、黒人に

は貸出サービスだけに限定したり、黒人の子どもの利用を拒否したりした。また図書館員につ

いては、例えば身分、給料、昇進での差別はもちろん、黒人図書館員は職員会議に出席できず

議事録だけが配られるということもあった制。

-合衆国最高裁の判断:人種隔離撤廃の最後の裁判であるブラウン対ルイジアナ事件(

Brown v. State 01 Lousiana) 50)は、公立図書館について合衆国最高裁が扱った最初の事件

でもあった。 1966年に判決が下され、静かな坐り込みを行った原告黒人の訴えが認められた。

人種隔離が許されないと最高裁は一致していたが、はたして人種差別があったか否かで意見が

分かれ、判決は5対4という僅差になった。
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2.2 アメリ力図書館協会と人種隔離:1960年代初頭

-原則の設定:既述の1936年リッチモンド大会での方針の採択は先駆的な例で、のちの図書

館界に大きな影響をおよぼす動きは1960年前後に生じるO その一般的な背景としては社会全般

における公民権運動への関心の高まりがあり、図書館界では1960年にダンヴィル、ピーターズ

ノてーグ、メンフィスなどで隔離撤廃運動や裁判があった。さらに1959年から1960年にかけては、

アラバマ州公立図書館サービス部長エミリー・ W.リード (EmilyW. Reed)の事件があっ

た目。 この事件では白いうさぎと黒いうさぎの結婚を描いた絵本問、それにアメリカ図書館協

会の「精選図書一覧J53)が問題とされた。リード事件はこれまでの図書館利用についての人種

隔離に加えて、資料への検閲という側面を露呈させた。そしてこの資料検閲という領域の場合、

アメリカ図書館協会は1939年の「図書館の権利宣言」の採択以後、最も鍛えられてきた分野と

いう事実があった。これらの出来事を意識的に取り上げ、館界の意見を積極的に導いていった

のが、『ライブラリー・ジャーナル』のエリック・ムーンや「ウィルソン・ライブラリー・ブ

ルティン』のジョン ・ウェイクマン (JohnWakeman)といった気鋭の編集者であった印。

とりわけ重要なのは、 1960年12月号の『ライブラリー・ジャーナル』で、そこではライス・エ

ステスが「アメリカ図書館協会は図書館の隔離についてまったく役立たず」、「何もしてこなかっ

た」と断言した問。 同時にムーンは「沈黙の課題」 悶との論説で、「隔離の問題がいつまで『地

方』の問題であり続けるというのか」と責め立てた。こうした図書館関係雑誌上での主張や若

い図書館員の動きによって、 1961年2月に「図書館の権利宣言」に新しい条項「図書館の利用

に関する個人の権利は、その人の人種、宗教、出生園、あるいは政治的な見解のゆえに、拒否

されたり制限されることがあってはならないJ(第5条:人種統合条項)を追加したのである問。

この新設第5条によって、アメリカ図書館協会は60年間にわたる基本方針「地方の管轄範囲に

侵入しない」を文言の上では捨てたことになるO なお、この新設第5条は単に黒人だけでなく、

1960年代後半から出現するアウトリーチ・サービスを思想的に支える柱となってし1くO

-原則の適用と制度的制裁:たしかに「図書館の権利宣言」第5条を採択したのだが、これ

を抽象的文言に留めるのか、あるいは人種差別に具体的措置を講じるのかは、また別の問題で

あった。確実になったのは、「資料」の問題だけでなく「利用」の問題も知的自由委員会の責

任範囲に入ったことであるO 続く 1961年 7月、知的自由委員会は具体的取り組みとして、 (1)

州支部や施設会員の隔離問題、 (2)図書館資料へのアクセスについての実態調査を提言した的。

前者については提言当初から議論が沸騰し、激論ののち 1年後の1962年6月にアメリカ図書館

協会は「個人会員、支部資格、および施設会員に関する声明」 聞を採択した。その結果、黒人

会員を認めていないミシシッピーとルイジアナの州図書館協会は支部の資格を失い、アメリカ

図書館協会から自発的に撤退した(なおジョージアとアラバマは 1つの州に 1つの州支部とい

う方針を充足できずに、すでに1956年に撤退していた)。

一方、後者すなわち資料へのアクセスに関する実態調査の結果が、 1963年の『公立図書館へ

のアクセス』 附であるO 人種隔離という観点からすれば、アメリカ図書館協会にとって最初に

して最後の大きな調査であっ た。そこでは「直接的な差別」と「間接的な差別」という考えを

導入した。この調査の中心は直接的な差別、すなわち南部公立図書館での隔離の実態を解明す
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ることにあり、その調査結果は iT直接的差別』は南部16州にみられる」となっていた。と同

時に調査結果は、中南部や境界南部ではほぼ隔離撤廃がされていること、およびプーjレ、学校、

パスといった公的機関よりも、はるかに公立図書館での隔離撤廃が進んでいることを示してい

た。ところで「間接的な差別」とは、政府の行為や法によるのではなく、何らかの要因から結

果として生じる人種隔離をいう O 一般的には居住パターン、人口移動、経済状態から生じ、往々

にして政府の方針(この方針は隔離を目的にするものではない)によって強められるO 調査結

果はこの種の差別は「全国にみられる」と結論していた。換言すれば、『公立図書館へのアク

セス』は、南部での制度的差別は終点に向かいつつあるが、実態としての差別は全国にみられ

ると結論したのであるO そして公立図書館界は実態的な差別の解消に向けて、 1960年代後半か

らアウトリーチ ・サービスを展開していくことになるO

2.3 黒人に関する図書館史研究の業績

1960年代の前半は前の2つの節で示したように黒人の権利の回復を目指す積極的な運動が地

方でもアメリカ図書館協会内でも展開された。したがって全国雑誌などにおける黒人の発言は

多くみられるが、図書館史研究という観点からすると不毛な時期でもあった。おそらく黒人の

図書館指導者を中心に現実への対処に全精力を傾けていたのであろう O この1960年代から1970

年代の研究業績を2つのグループにまとめてみた。 1つはアトランタ大学図書館学大学院の業績

であり、そこには黒人と図書館の歴史を扱う論文がグループとして存在しているO いま1つは

1960年代以降の図書館における黒人指導者として確固たる位置を占めるE.J.ジョズィーが編纂

した業績であるO なお1970年代からいわゆる図書館史研究の業績が散見されるようになるが、

この種の業績については次節で扱うことにするO

2.3.1 アトランタ大学図書館学大学院の修士論文

黒人大学のア卜ランタ大学図書館学大学院は1963年まで修士論文を課していた。注で示して

いるように、そこではかなりの数の論文が黒人と公立図書館サービスの歴史を探っている61)

例えば、バーバラ・ M.アドキンズ (BarbaraM. Adkins) Iアトランタ公立図書館の黒人サー

ビス史J(1951)から、ローズパッド・ H.テイルマン (RosebudH. Tillman) Iリトルロ ック

公立図書館の黒人サービス史J(1953)、リーパ・ Pホフマン (RhebaP. Hoffman) Iメンフィ

ス公立図書館の黒人サービス史J(1955)、G.S.バーンズ (G.S.Barnes) Iテキサス州ガ、ルヴェ

ストン公立図書館の黒人サービス史J(1957)、ジョン・L.カリー (JohnL. Curry) Iジャク

ソンヴィル公立図書館の黒人サービス史J(1957)、それに1965年のベッシー.R.グレイソン

(Bessie R. Grayson)の「モントゴメリ一公立図書館の黒人サービス史」まで、いずれも南

部を代表する大都市公立図書館での黒人サービスの歴史を扱っているO 各論文の題目自体が高

度に画一化されているように、各論文をみると章立てなども画一的で、当地の全般的な図書館

状況、公立図書館の歴史を描き、続いて黒人への図書館サービスの歴史と現状を客観的に記述

しているO 黒人サービスへの記述も定式化しており、図書館年報の統計や理事会記録をもとに

インタビューを加えるという方式であるO これらはタイプ打ちの40ページから50ページの論文

で、当然とはいえ館界に出回ったとはいえない。
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例えば深南部のアラパマ州の場合、モビール公立図書館を扱ったノイーディー・ T.ジェイムズ

(Birdie T. J ames)の論文(1961)、ベッセマ一公立図書館のエマ・ R.フォンヴィル (Emma

R. Fonville)論文(1962)、モントゴメリ一公立図書館のグレイソン論文(1965)があるO い

ずれも50頁ほどの論文で、章立てなどは上述のとおり共通しているO フォンヴィル論文はベッ

セマ一公立図書館の全体的歴史を略述したのち、第3章で黒人へのサービスを扱い、組織、管

理、施設、備品、予算、職員、蔵書、貸出、諸活動に分けて詳しく説明している。とはいえ19

62年の論文であっても人種隔離の問題には一切触れられていなし1。モビールを扱ったジェイム

ズ論文は、現代的な図書館サービスの構築において、隔離された図書館は害になると主張して

はいるが、積極的に隔離撤廃を主張するにはいたっていなし1。注に示したすべての修士論文を

みると修士論文執筆者は一貫して抑制的で、隔離撤廃を論理的に訴えた論文は皆無であった。

とはいうものの、いずれの論文も当地での黒人へのサービスを論文という形で取り上げた最初

の論考といえ、そういう意味でも史学史上の意味は大きい。

こうした修士論文グループで3つの論文が異なる主題を扱っているO まずリリアン・ T.ライ

ト(LillianT. Wright)の「開拓者としての図書館員トマス・ファウンテン・ブルーJ(1955) 

であるO この論文はルイヴィル公立図書館の初代黒人分館長を長く務めたブ、ルーの一生を綴っ

ているO 残る2つの論文は、 1953年のルクレティア・ J.パーカー (LucretiaJ. Parker)の論

文「南部13州の公立図書館サービスと人種統合の研究」、および1963年のパーニス・ Lベル

(Bernice 1. Bell)の 「南部13州の公立図書館サービスと統合:1954-1962年」であるO この2

つの論文はパーカー論文が95頁、ベル論文が133頁と、頁数自体も他の論文と大きく相違して

いるO いずれの論文も大規模な調査にもとづき公立図書館サービスにおける人種隔離の実態を

解明しているO 特に、ベルの調査は大規模で質問用紙ωは3部構成で57の質問項目を用意して

いた。その調査結果によると、 1963年秋の時点で290の図書館が黒人に中央館の利用を許して

いた。ベルは隔離を撤廃した図書館数を先行研究、すなわちエリザ・グリーソンの1941年の研

究、 1953年のルクレティア・パーカーの研究と比べている問。 この点で、ベルの研究はこれま

での幾多の実態調査を総括する結果になっているO また隔離撤廃している290館について、各々

「統合した年」、 11954年最高裁判決(ブラウン判決)の影響」、「統合の方が隔離よりも経済効

率がよいか」、「黒人が中央館を利用できることが広く知られているか」、「サービスを周知する

について特に黒人への特別な取り組みをしているか」、「黒人著者や黒人に関する蔵書があるか」、

「黒人が興味を持つ雑誌を置いているか」、「利用について年齢制限をしているか」、「お話し会

に黒人児童の参加を奨励しているか」、「黒人が図書館理事会に入っているか」をまとめて一覧

にしている制。

ベルの研究の主要部分は南部13州を取り上げ、各州ごとに隔離撤廃の進展具合を具体的に記

述した部分(第2章)侃)にあるO 最も隔離撤廃が進んでいないのは深南部のアラパマ、アーカ

ンソ一、ジョージア、ルイジアナ、ミシシッピ一、サウスカロライナであるO 特にアラパマナ卜|

の場合、唯一モントゴメリー市だけが、中央館も黒人が自由に利用できた。ベルの修士論文の

標題 11954-1962年」は1954年のブラウン判決を意識しているが、ベルはブラウン判決が図書

館サービスに直接関係したとは思えないと結論している刷。
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なお既述のようにアトランタ大学の修士論文は広く出回るということはなかったが、このベ

ルの修士論文だけが例外で、その概要が『ライブラリー・ジャーナル』に掲載されている問。

2.3.2 黒人の主張と業績

本章の第2節で述べたように、 1960年12月号の『ライブラリー・ジャーナル』でライス・エ

ステスが「アメリカ図書館協会は図書館の隔離についてまったく役立たず」、「何もしてこなかっ

た」と断言した。これが起点となり、アメリカ図書館協会は制度的な隔離撤廃に取り組み、 19

61年2月に「図書館の権利宣言」に第5条(人種統合条項)を追加した。また1962年6月にアメ

リカ図書館協会は「個人会員、支部資格、および施設会員に関する声明」を採択した。1963年

の『公立図書館へのアクセス』は実態としての差別は全国に広がっているとして、差別の問題

を南部の問題に限定することに問題を提起すると同時に、恵まれない人へのアウトリーチ・サー

ビスの道を聞く結果にな った。この時代は弱者の権利が主張され、それに対応するサービスが

求められた時代でもあるO

こうした時代状況にあって、E.J.ジョズィーを中心とする指導的な黒人図書館員は多様な活

動を特にアメリカ図書館協会を舞台に行った。ジョズィーは1950年にコロンビア大学で歴史学

の修士号、 1953年にニューヨーク州立大学オールバニ校で図書館学の修士号を獲得する。その

のちフィラデルフィア公立図書館、デラウェア州立カレッジ、ジョージア州のサヴァンナ

(Savanna)州立カレッジの図書館を経て、 1966年から1986年まではニューヨーク州立図書館

につとめ、そののちはピッツパーグ大学の図書館情報学大学院の教員になった。ジョズィーは

1964年頃から図書館界で頭角を現し、 1969年にはアメリカ図書館協会内にブラック・コーカス

(Black Caucus)を設置、 1983年にはアメリカ図書館協会会長になっているO 公民権活動家、

図書館指導者としてのジョズィーはっとに知られているがへそうした活動の一環として、黒

人と図書館との関係を歴史的記述も含めて積極的に掘り起こし、編纂、刊行するという方向が

みられるO おそらくこうした企てには、黒人図書館員の業績を記録に留め、さらに黒人図書館

員のアイデンティティの形成という運動的な側面もあったと思われるO この種の業績を広く 出

回った単行書に限定して指摘すると以下のようになる刷。

E.J. ジョズィーは1970年に編書『アメ リカでの黒人図書館員』を刊行した問。 人種差別の

解消が思うように進展していないとの全般的な認識の上で、ジョズィーは同書刊行の意図につ

いてアメリカにおける黒人図書館員の役割を検討することにあるとし、具体的には以下を指摘

した7l)0 I黒人図書館員とはだれなのか」、「なぜ図書館を職に選んだのか」、「司書職でどれだ

けの機会があるのか」、「不利な点はどこにあるのか」、「図書館界で達成した業績は何か」、「黒

人図書館員は将来をどうみているのか」。このように同書は、黒人図書館員としてのアイデン

ティティの形成、黒人図書館員の業績の確認、および若い優秀な黒人図書館員のリクルートな

どに重点があった。そして寄稿した25人の黒人指導者は、おのずと自己の人生を伝記的に振り

返り、昔の差別の実態を記し、それにたいする己の闘し可を述べ、今後の方向や期待を述べたの

であるO そうした意味で、すべての寄稿者が大きくは図書館の歴史、小さくは自分が関わった

図書館関係事項についての歴史を振り返っているO しかしながら執筆者はいずれも図書館史研

究として執筆したのではなく、あくまで自分の経験を語るという意識で執筆しているO ほとん

no 



川崎:公立図書館史研究における黒人:人種隔離を中心として(文献展望)

どの論文は歴史研究に欠かせない典拠も注も記してはいないが、当時の黒人指導者の経験と考

えを知るには必須の業績になっている。すなわち歴史の事実の解釈に際して、本書は多くの示

唆を与えてくれるということであるO

続く 1972年の編書『黒人図書館員の発言』 も『アメリカでの黒人図書館員』と同じような意

図を有する加。 編者E.J.ジョズィーは「歴史書と同じように、黒人の思想や貢献は無視されて

きた」 聞と述べているO 実際、黒人図書館員が社会をどのように把握し、特に図書館をどのよ

うに考えてきたかについては、ほとんど記録がなL、。他の専門職でも同じだが、黒人図書館員

は見えないCinvisi ble)。図書館界でも黒人は重要な地位にいないし、意見を求められること

も少なl~。こうした問題意識から、ジョズィーは27名の指導的な黒人図書館員に意見の表明を

求め、黒人の考えを広く流布しようとした。したがって『アメリカでの黒人図書館員』と同じ

ように、研究論文の論集ではないが、 一方では前書に比べて自伝的記述や歴史的記述が少ない。

各執筆者の論文は全体として黒人と図書館を研究する場合の全領域を包含しており、そうした

点で図書館史研究の前提として読むべき本といえる。

ところで黒人大学のノースカロライナ・セントラル大学は、 1976年に図書館学校開設35周年

を迎えた。また1975年には念願のアメリカ図書館協会の認定校になった。それを記念して聞か

れた会議の論集が『南東部の黒人図書館員:回想、活動、課題J74)である O 南東部の洲、|の図

書館状況が歴史も含めて略述され、図書館関係団体、黒人学校図書館員、黒人公立図書館員、

黒人図書館学教員、黒人専門図書館員なと、多様な主題について要領よくまとめられているO 編

者アネット ・Lフィナッズィ (AnnetteL. Phinazee)は、各執筆者には 2つの障害があった

という o 1つは図書館史、各館の歴史を記した文献に黒人がほとんど記載されていないことで

あり、いま1つは施設の閉鎖、移管に際して以前の記録がほとんど保存されていないことであ

るO 特に隔離撤廃の過程で多くの資料が消滅したとし寸 O 同書は副題が示すように歴史、現状、

課題を示すものではあるが、この編者の言が象徴しているように、研究という側面がかなり表

面にでてきているO そうした点で1970年のジョズィーの編書とは相違がみられるO

1977年になってジョズィーは2つの編書を世に問うた o 1つはケネス・E.ピープルズ

(Kenneth E. Peeples) との共編書『司書職へのマイノリティの機会』 町である o 1960年代後

半から1970年代にかけて、黒人は独自の活動を続けると同時に、マイノリティのなかの 1つの

グループという位置づけもされていく O 現実に図書館サービスを実施するに際して、図書館員

は圧倒的に白人中産階級であり、マイノリティの図書館員が非常に少なかった。マイノリティ

への的確な図書館サービスを求めて、各マイノリティ・グループは図書館員養成の段階での取

り組みを強め、奨学金などを用意したりすることになる or司書職へのマイノリティの機会』
は、司書職を目指そうとしているマイノリティの学生を特に意図しているO 同書が扱ったのは、

原住アメリカ人、チカノ、黒人、プエル卜リカン、アジア系であるO 黒人を取り上げた第3

部閉では、館種別に仕事の内容、必要な資格や能力、雇用条件などを簡略にまとめ、司書職を

目指すように奨励しているO 本章では詳しく指摘はしないものの、この時代からアウトリーチ ・

サービスや図書館政策など多様な主題の本のなかで、各論として黒人を扱う論考が多くなって

くる問。
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最後にジョズィ ーとアン・ショックリーが編纂し1977年に刊行された『黒人図書館 ・図書館

学ハンドブック』 閣であるO 同書は400頁に近く、黒人と図書館にまつわるあらゆる情報を組

み込んだ参考図書と考えてよし1。大きく「開拓者と歴史的出来事」、「初期の図書館関係団体」、

「現在の図書館 ・図書館学」、「黒人図書館 ・図書館学にとって重要な問題」、「黒人蔵書のため

の欠かせない図書と定期刊行物」、「アフリカ関係資源」、「アフリカ系アメリカ人関係資源」が

計37章にわたって記述され、さらに黒人大学での図書館学部、黒人大学での図書館学大学院、

黒人多数のコミュニティに奉仕する公立図書館システム、黒人大学図書館、黒人所有の書屈に

関する精選一覧、黒人図書出版社などが簡単な説明をつけて一覧になっているO 当時は常に参

照すべき参考図書と位置づけられていたのだろうが、現在では黒人と図書館を歴史的に検討す

る場合にまず参照すべき基本図書といえるだろう O

3章黒人と図書館史研究:1970年代以降

3.1 全体的な研究の状況

ヴァージニア・ L.ジョーンズ (VirginiaLacy Jones)は1962年の論文で、「アメリカ図書

館史で看過されている 1つの側面は、公立図書館サービスを獲得するための南部黒人の闘いで

あるJ79)と記しているO また1989年にドナレイ・マッキャン (DonnaraeMacCann)は、「ア

メリカ黒人への図書館サービスはヨーロッパからの移民への図書館活動ほどにも明らかになっ

ていない」 附と書いた O さらに約10年を経過した1998年、クラウス・マスマン (Klaus

Musmann)は論文「図書館業務の醜い面」で1900年から1950年にいたる図書館サービスと隔

離の問題を扱っているO その冒頭、「図書館での隔離という主題を包括的 (comprehensive)、

組織的 (systematic)に扱った業績はほとんどない」 ωと研究の状況を説明した。

マスマンは「包括的」、「組織的」な業績は非常に少ないと述べていた。いま「包括的」とい

う語を一定の地理的な広がり(例えば深南部、南部)と一定の時間的な広がり(例えば20世紀

前半)ととらえてみるO そして「組織的」という語を、 1冊の単行書における体系的、系統的

な記述と考えてみるO これらの要因を満たす研究業績は第1章第3節で扱った業績、すなわちシ

カゴ大学に博士号請求論文として提出され、 1941年にシカゴ大学出版局から刊行されたエリザ・

グリーソンの『南部の黒人と公立図書館』 問しかない。グリーソンの業績からすでに半世紀以

上を経過しているO 黒人と図書館に関する比較的に最近の業績は、例えば1998年にジョン・ M.

タッ力一 (JohnM. Tucker)を編者に刊行された『語られない物語 :公民権、図書館、

黒人J83)である O マスマンは「包括的」、「組織的」を指摘したのだが、マスマン論文を掲載し

た『語られない物語』自体が個別論文の寄せ集めで、グリーソンの業績よりも資料の発掘、方

法などの点では深化しているものの、「包括性」と「組織性」は欠いていると考えざるを得な

い。と同時に「語られない物語J(Untold Stories)という表題自体が、この領域での研究が

未開拓で散発的なことを示しているO

ところで『語られない物語』で文献展望を担当したのは、図書館史の書誌作成で有名なエド

ワード・ A.ゴデケン (EdwardA. Goedeken)で、 1954年のブラウン事件判決以降を対象に12

ページにわたって「公民権、図書館、黒人図書館学」 削をまとめているO 項目としては「全般
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的歴史」、「ブラウン事件判決」、 1M.キングと公民権運動」、「黒人と図書館の歴史:資料源」、

「アメリカ黒人と図書館の歴史:個別研究業績」、 IE.ジョズィー」、「アメリカ黒人と図書文化
の歴史」、「高等教育とアメリカ黒人」、「図書館学教育とアメリカ黒人」、「今後の研究」となっ

ているO 本章に特に関係するのは「アメリカ黒人と図書館の歴史:個別研究業績」である。そ

こではまず「黒人と図書館についての広範な研究は非常に少ないJ85)としつつ、発表されてい

る雑誌論文の質は高いと総括した。そして最良の業績としてローズマリー・ R.ドゥモン卜

(Rosemary R. DuMont)が1986年に発表した 「アメ リカ図書館界と人種」附をあげ、アメリ

カ図書館協会が黒人を受け入れていく過程を見事に描いていると絶賛したのであるO いま 1つ

指摘したのはA.P.マーシャル (A.P.Marshall)が1976年に発表した「アメリカ黒人へのサー

ビスJ87)であるO この論文はドゥモントが20世紀を扱っているのにたいして南北戦争後から概

観している O この両論文に加えてE.J.ジョズィーが1994年に発表した「図書館史における黒

人問題」 側、ジョズィーとキャスパー・ジョーダンによる1977年の 「黒人図書館学年表」制を

指摘した。またゴデケンは例えば1960年代の全般的な図書館状況の理解にはエリック・ムーン

が1993年に刊行した『学ぶ意欲』 仰がすぐれているとし、そののちは回想、伝記といった業績

に移っていった。

ゴデケンの文献展望は黒人と公立図書館に関する研究の現状を端的に物語っているO 例えば

ジョズィーの1994年論文「図書館史における黒人問題」は、図書館史の事典の 1項目として書

かれたもので、概説とジョズィー自身の回想が組み合わされ、研究論文といえるものではない。

またジョズィーとジョーダンの「黒人図書館学年表」は字義通り年表であり、ゴデケンが取り

上げた理由が理解できなし1。またムーンの著作『学ぶ意欲』は『ライブラリー・ジャーナル』

編集長ムーンが1960年代に執筆した論説やエッセイの合集で、研究書ではなし1。これらはゴデ

ケンの参考文献作成に欠点があるというよりも、むしろ黒人図書館史研究の遅滞を明示してい

るO

同時に1990年代後半に入って、黒人と公立図書館での人種隔離を直接的に扱う2つの博士論

文が執筆された。 1つはシヤール・ K.マローン (CherylK. Malone)がテキサス大学に提出

した 「アク セスの調停 r黒人』用カ ーネギー図書館、1905-1925年」ωであり、いま 1つは
パターソン・ T.グラハム (PattersonT. Graham)がアラバマ大学に提出し後に刊行された

「アラバマ州の公立図書館での隔離と公民権、1918-1965年」叩であるO マローン論文は、ルイ

ヴィル、ヒューストン、ナッシュヴィル、ニューヨークでの黒人分館や黒人サービスを探った

業績で、グラハム論文はアラパマ州に限定して、黒人への公立図書館サービスを1918年から

1965年まで扱っているO こう した業績も含めて、図書館史研究の質はた しかに向上してきては

いるが、研究の状況は依然として端緒的なことに変わりはない。

3.2 個別研究人種隔離を中心とした包括的な文献

本節では黒人と公立図書館の歴史について人種隔離を正面から取り上げた文献、かっ時間的、

空間的に比較的広範囲にわたる文献を取り上げる o 1976年はアメリカ図書館協会の100年祭に

相当し、過去を振り返るにふさわしい年であったO シドニー・L.ジャクソン (SidneyL 
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Jackson)の編書 n世紀にわたるサービス:アメリカとカナダの図書館』も図書館界の100年
を振り返る企画であった。同書でA.P.マーシャルが「黒人へのサービス」 闘を執筆し、アメリ

カにおける黒人への図書館サービスの100年を記しているO マーシャルは北部の黒人も視野に

入れ、また大学図書館や学校図書館も含めているが、ここでは南部の公立図書館に限定してま

とめるO マーシャルは1876年から1900年、 1900年から1925年、 1925年から1950年、そして1950

年から1975年と時代区分を行い、各時代の特徴を示した。

1876年から1900年は教育への関心が芽生え、また図書の流通も増え、識字率も上昇してくる

が、 一方では黒人に図書は不要という考えも強固で次期への準備期にあたるO

1900年から1925年に南部公立図書館で黒人サービスが開始されるが、これにはカーネギーの

寄付も貢献しているO マーシャルはルイヴィル、シャーロットをはじめとする図書館活動に言

及し、さらに州などが行う巡回文庫にも触れた。またアメリカ図書館協会での黒人サービス ・

ラウンドテーフ、、ルの活動およびハンプトン・インスティチュー卜での黒人図書館員養成の開始

を取り上げて、この時期を終えているO

続く 1925年から1950年の部分では、まず1930年に黒人の識字率が83.7パーセントに達したと

指摘し、続いて1930年のルイス・ショアーズの調査および1941年のエリザ・グリーソンの業績

を紹介した。そののち巡回文庫や拡張サービスに触れ、最後に1939年にヴァージニア州アレク

サンドリア CAlexandria)公立図書館で生じた黒人の座り込み事件を紹介しているO また全

国黒人向上協会は大学教育での平等を求めて法廷闘争を強め、さらに第2次世界大戦はそれま

で閉じられていた教育への道を黒人に広げることになった。そして1950年頃になると未曾有の

進展をみせる次の時期の兆候が生じていたとまとめているO

最後の1950年から1975年では、まず早期に人種統合を実施したルイヴィル公立図書館を指摘

しつつ、一方では1955年のドローシー ・マカリスターの調査を援用し、特に深南部では統合は

進んでいないとした。そののちアメリカ図書館協会の『公立図書館へのアクセスJ(1963)に

スペースをあて、間接的差別に注目した。続いてダンヴィルやメンフィスでの隔離撤廃運動や

裁判について述べ、隔離撤廃の類型を4つにまとめているO なお『公立図書館へのアクセス』

については、公立図書館の人種隔離の撤廃に貢献するとともに、貧者、高齢者、マイノリティ、

障害者、外国生まれの人へのサービス、すなわちアウトリーチ ・サービスにつながっていった

との判断を示している。

マーシャル論文は以下のように評価できるO 既述のように1941年のグリーソンの『南部の黒

人と公立図書館』は現在でもこの分野で最も包括的な研究書としての位置を保っている。しか

しグリーソンの研究は図書館史の研究ではなく、図書館の法的側面や統治面、それに具体的な

管理運営面やサービス面での研究を柱にしているO この点を考慮すると、マーシャル論文は図

書館史研究として黒人と公立図書館の関係を100年間にわたって素描し、時代区分を導入した

点で図書館史研究の出発点と位置づけることができる。マーシャル自身が歴史研究として執筆

し、 2次文献ではあるが丁寧に典拠をつけているO そして論文執筆の基本的な視点は明確に人

種隔離や差別におかれているO それは『公立図書館へのアクセス』を重視し、そこからアウト

リーチ ・サービスへの展開を指摘して、論文を閉じていることからも理解できるO もちろん同
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論文にも欠点はある o 1930年代からの雇用促進局 (WPA)やテネシ一流域公社 (TVA)のプ

ログラムに言及がないこと、図書館サービス法などに触れていないこと、それに時代区分につ

いての具体的説明がないことであるO 人種隔離や黒人差別を基本的視座にしていると思えるの

だが、そうした視座と対象とする文献および時代区分との関係を説明しておらず、研究論文と

してみると大きな欠陥があるO それでも南部公立図書館と黒人の関係を通史として骨格を描い

たことは評価に値するO

このようないわば一般図式を描いた業績はいたって少なし、。定評のある論文はローズ、マリ-. 

R.ドゥモン卜が1986年の『ジャーナル・オブ・ライブラリー・ヒストリー』に発表した「ア

メリカ図書館界と人種:司書職の態度」 刊であるO この論文は、まず20世紀初頭に開始された

公立図書館での黒人サービスに触れ、 1913年のヤス卜論文、ルイヴィルからハンプトンにいた

る黒人図書館員養成、および1930年代のカーネギー・コーポレーション、ローゼンワルド基金

などによる実験的な取り組みを記しているO そののち一転して、 1936年のアメリカ図書館協会

リッチモンド大会での人種問題と協会の対応、 1941年のエリザ・グリーソン 『南部の黒人と公

立図書館』、1953年のルクレティア・パーカーおよび1954年のアナ・ホールデンの人種隔離に

関する実態調査、さらに1954年アメリカ図書館協会年次大会での1つの州に1つの支部しか認め

ないという方針から1962年の「個人会員、支部資格、および施設会員に関する声明」にいたる

過程を示しているO 最後に1960年のライス ・エステスやエリック ・ムーンの主張、 1961年の

「図書館の権利宣言」第5条(人種統合条項)の追加、さらに1963年の『公立図書館へのアクセ

ス』をめぐる白熱した論争などを記した。

ドゥモン卜によると、アメリカ図書館協会は外部の圧力があってはじめて人種統合に向けて

動いたのであるO ドゥモント論文はマーシャルの論文に比べると公立図書館に的を絞り、制度

的な人種隔離撤廃へのプロセスを重要事項を選んで記述している点で一貫性があるO また一定

の原資料も活用している点で、歴史研究としてはマーシャル論文よりも深みが感じられる。何

よりも研究の土台とすべき一連の重要事項を系統的に提示した点が評価されよう O

1996年にスティーブン・クレスウェル (StephenCresswell)は「南部図書館における人種

隔離の終駕」 町を発表した。この論文は1955年のドローシー ・マカリスターによるミシシッピー

州の図書館での隔離実態調査から出発している点に特徴があるO すなわち上述の ドゥモントや

後述のマスマンはいずれも20世紀初頭の黒人サービスの開始時から筆を進めているが、クレス

ウェルは隔離撤廃運動から出発しているO そこではダンヴィル、ピーターズパーグ、メンフィ

ス、グリーンヴィル (Greenville)、アラパマ州アニストン (Anniston)などでの隔離撤廃運

動を記し、 1964年末には図書館への抗議運動は終結したと結んでいるO 続いて公立図書館への

座り込みをめぐる裁判事件(ダンヴィル、モン卜ゴメリーなど)を紹介し、 1966年のブラウン

対ルイジアナ事件の合衆国最高裁判決にいたるO そののちアメリカ図書館協会の対応を検討し、

1936年リッチモンド大会、 1961年の 「図書館の権利宣言」第5条(人種統合条項)、さらに1963

年の『公立図書館へのアクセス』と展開してしぺ O 最後に1964年のフリーダム図書館の実践を

簡単に紹介し、その後は北部や西部の黒人へのサービスに図書館界の関心が移行したと結んで

いるO
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この論文の特徴は公民権時代を出発点に1960年代末までを研究の範囲にした点にある。歴史

研究という点では資料の発掘面で物足りないが、いわゆるアウトリーチ・サービスへの展開と

いう語句で閉じるのではなく、 1964年以降の黒人運動と図書館にも触れており、この側面はさ

らに研究が望まれるO

1998年にジョン・ M.タッカーを編者に刊行された『語られない物語:公民権、図書館、黒

人』で、クラウス・マスマンは「図書館業務の醜い面」 附を執筆した。この論文は1900年から

1950年、すなわち「分離すれども平等」の時代を取り上げて、黒人への図書館サービスを隔離

問題を軸に展望しているO マスマンによると、図書館界は社会の支配的価値を反映し、図書館

団体は黒人へのサービスをためらっていた。まず20世紀初頭からの黒人への図書館サービスを

指摘し、 1913年のウィリアム・ヤストの論文、 1920年代初頭の黒人サービス・ラウンドテーブ

ルの結成と崩壊、黒人図書館員の養成、 1930年のルイス・ショアーズの調査、 1936年のアメリ

カ図書館協会リッチモンド大会での黒人差別問題を取り上げ、そののち1940年代については目

立つ事柄はないとした。

このマスマン論文は要領よくまとめられてはいるが、 1986年にドゥモントが発表した「アメ

リカ図書館界と人種」と比較すると、資料、方法、視点などの点で先行研究を乗り越えている

とはみなしがたい。

2006年に『ライブラリーズ・アンド・カルチャー』に発表されたマイケル・フルツ

CMichael Fultz)の論文も人種隔離時代の黒人への公立図書館サービスを扱っている問。フル

ツは教育史の研究者で特に教育史研究から既存の図書館史研究を検討するという結果になって

いるO 同論文は大きく「初期の時代」と「隔離撤廃」に分け、前者では公立図書館設置は学校

よりも約30年遅れて出発すると指摘した。また黒人への図書館サービスについては、成立期以

後の研究がなされていないと問題提起を行い、その場合に黒人向けの図書館サービスの進展は

遅いものの、黒人カレッジや黒人ハイスクールの多くが黒人一般に図書館利用を認めていたこ

と、およびローゼンワルド基金などの活動に注目するように求めた。「隔離撤廃」の部分では、

まずアメリカ図書館協会などは隔離撤廃に消極的であったが、それは公教育でも同じであると

指摘した。またフルツは1954年のアナ・ホールデンの論文、および1963年の『公立図書館への

アクセス』を取り上げ、そこでは公教育とちがって、かなりの地域で隔離が撤廃されていると

確認した。公教育の場合は非常に厳しい闘いになるのだが、概して公立図書館の隔離撤廃は早

期の時代から、おだやかに進んでいった点に注目しているO ところで1916年の時点で南部の黒

人ハイスクールは64、黒人用公立図書館は14か15であった。それが1930年代初頭には前者が1，

300以上、後者が75程度になっている。すなわち1916年の比率は4:1で¥1930年代初頭には17: 

1であるO フルツはこの比率を取り上げて、 15年間で、大差がついた理由を探るのは興味深いと

提言した。

3.3 個別研究2:黒人図書館史研究に限定した単行書など

本節では黒人図書館史研究に限定した単行本や博士論文から精選して取り上げる。アニー・

L.マクフィーターズ CAnnieL. McPheeters)は1988年に『白人と黒人への図書館サービス』
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を著し、 1921年から1980年までの図書館サービスを回想した制。 著者はハンプトンの図書館学

校を1933年に卒業し、 1934年から30年以上にわたってアトランタ公立図書館の黒人分館につと

め、 1966年からはジョージア州立大学で最初の黒人教員になった。本書の目的は、黒人への公

立図書館サービスについて長期の闘いを知らせることにある則。

『白人と黒人への図書館サービス』は1900年から1959年までの南部黒人への公立図書館サー

ビスを概観したのち、第2章でア トランタの黒人分館(1921-1959)の活動を扱っているO そこ

では黒人分館設置をめぐる20年間の遅滞と経過を示したのち、 1921年にオーバーン (Auburn)

黒人分館が開館するものの、利用は沈滞していたとする o 1934年以後、マクフィーターズは積

極的な活動で利用を増大させるO それは青少年への多様なプログラムの展開、成人教育フ。ログ

ラムの提供や小企業への相談業務の開始、さらには視覚障害者へのサービスなどによるO 同時

に黒人の歴史に関する蔵書の構築や書誌の作成にも尽力しているO このオーバーン分館は1953

年に施設の老朽化を理由に閉鎖される。続く第3章は1950年当時に3つ存在した黒人分館を統率

するために黒人部門が設置され、その長になったことから始まるO そして展示、集会活動、青

少年へのサービスの重視を記していく O またマクフィーターズは1951年に図書館友の会を組織

したが、この市民グループはオーバーン分館の閉鎖に反対するとともに、人種隔離撤廃の問題

を始めて公の議論にのせたのである。続く第4章と第5章はアトランタ公立図書館での隔離撤廃

を扱っているO 特に第5章では1959年の隔離撤廃の決定にまつわる過程だけでなく、中央館職

員や図書館理事の構成での人種隔離撤廃まで踏み込んで記述するO なお第6章から第9章はマク

フィーターズの生涯を職との関連で回想風に記録しているO

本書は黒人分館の責任者としての苦境を率直に描いているO 重要な事柄には原資料をそのま

ま転載しており、こうした原資料は有益である。研究書にありがちな客観的な事実の積み上げ

という方式はとっておらず、それが本書の長所でも短所でもある o 1つの黒人分館の歴史とい

う単館史ではあるが、その記述は広く南部の図書館界にあてはまるO

次に1996年にシヤール・ K.マローンがテキサス大学に提出した博士論文「アクセスの調停:

『黒人』用カーネギー図書館、 1905-1925年J1∞)であるO マローン論文は、ルイヴィル (1905年

開館)、ヒューストン (1913)、ナッシュヴィル(1916)の黒人分館、および、ニューヨーク・

ブリック・ライブラリー135番街分館を取り上げている O なお1925年というのはハンプトン・

インスティチュートに図書館学校が聞かれた年であるO 第1章で問題の設定や文献調査を した

のち、第2章でルイヴィル、第3章でヒュース卜ン、第4章でナッシュヴィル、第5章でニューヨー

クを取り上げた。

マローンによると、ルイヴィルの2つの黒人分館は黒人の読書や知識への要求を具体的に示

したものとして、また黒人図書館での黒人に限定しての雇用は新しい雇用の機会を提供したも

のとして重要であるO しかし一方では、隔離主義者の思想と実践を南部全域に広めることにも

なったと指摘しているO 続いてヒューストンの場合、黒人はヒューストン公立図書館を利用で

きず、黒人指導者は1909年にハイスクールを利用して独自の公共の図書館を組織した。そのの

ち黒人指導者ブッカー・ T.ワシントン (BookerT. Washington)の助力もあり、カーネギー

の寄付を獲得するO このカーネギー黒人図書館は1913年に開館したが、黒人理事会が図書館を
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統治する独立型(シャーロット型)の図書館であった。しかし市は1921年に黒人理事会を解散

し、ヒューストン公立図書館の 1つの分館にしてしまった(ルイヴィル型への移行)。しかし

カーネギー黒人図書館の時代、黒人は自分たちでは左右できないシステムの枠内で、独立した

図書館として自律性を発揮し、白人への抵抗と白人との調停を行ったのであるO ナッシュヴィ

ルの黒人分館については蔵書構成と利用に触れ、古典、フィクション、児童書、黒人関係資料

を含むすぐれた蔵書で、利用者は季節労働者から教員や牧師まで多様であったと分析している。

しかしルイヴィルの多様で積極的な活動にはおよばず、またヒューストンほどの自律性もなかっ

たのであるO

マローンの結論は次のようにまとめることができるO 黒人分館は人種隔離の舞台(学校、交

通機関、レストラン、映画館など)をさらに加えることになり、人種隔離をいっそう確固たる

ものにした。しかし一方では、それまで南部黒人には存在しなかった公共スペースを加えたこ

とも事実であるO 黒人分館は矛盾した存在で、例えば身体の拘束と精神の解放、引き上げの機

関でもあり抵抗の機関でもあるといった側面を有しているO これらは単純な歴史解釈や図書館

史解釈では説明できず、いっそう深い研究が必要であるO なおマローンは博士論文をもとに、

ルイヴィル、ヒューストン、ナッシュヴィルを個別に取り上げて、雑誌に論文を発表してい

る 山)

既述のように1998年にジョン ・M.タッカーを編者に『語られない物語:公民権、図書館、

黒人J1ωが刊行された。この本は 「黒人図書館学の遺産J(4論文)、 「公民権運動の歴史J(5論

文)、「図書館の職員、サービス、蔵書J(6論文)と3部構成で、計15論文からなる O 前節で取

り上げたクラウス ・マスマンの包括的な論文「図書館業務の醜い面」は省き、公立図書館と黒

人に焦点を絞った論文を紹介するO

ダン・ R.リー (DanR. Lee)の論文「隔離から統合へ」 附は、サウスカロライナ州に限定

して1923年から1962年までの黒人への図書館サービスを追っているO 黒人用図書館設置への抵

抗、慈善家や慈善団体それに図書館員の尽力、そして1960年代の学生活動家による図書館活動

などを取り上げた。そのことで隔離から統合への道がし、かに長く、苦難にみちたものかを明ら

かにしたのである O またドナルド・ G.デイヴィス・ジュニア (DonaldG. Davis， Jr.)など

の論文「解放のための読書J101)は、 1964年にミシシッピー州で展開されたフリーダム夏期プロ

ジェク卜を扱っているO これは人種平等会議 (Congressof Racial Equality， CORE)、学生

非暴力調整会議 (StudentNonviolent Coordinating Committee， SNCC)の支援のもと、

北部の大学生をボランティアとしてなされたプロジェク卜で、投票への登録、フリーダム学校、

コミュニティセンターを3つの核にしていた。そうした施設におかれた図書館は投票に関する

情報を提供するとともに、教育、娯楽機能も担当したのであるO デイヴィスによると、フリー

ダム図書館は図書にアクセスできない人に図書を提供し、図書や情報への認識を植えつけ、図

書館自体が隔離への直接的な攻撃活動であったという O アンドレア ・1.ウィリアムズ

(Andrea L. Williams)はテキサスナトドフィチタフォールズ (WichitaFalls)の黒人分館の成

立 (1934)から人種隔離撤廃(1962)、それと同館の閉鎖(1968)までを記しているmoまた

定評ある人物参考図書『アメリカの黒人女性(1、n)J106)の編者ジェシー・ C.スミス (Jesse
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C. Smith)は「黒人女性、公民権、図書館」を執筆し、オーガスタ・ B.ベイカー (Augusta

B. Baker)、ヴァージニア・ L.ジョーンズなど7名の女性を選んで紹介した問。なお文献展望

を担当したのは図書館史の書誌作成で有名なエドワード・ゴデケンで、 1954年のブラウン事件

判決以降を対象に12頁にわたって主要文献をまとめており、研究の手助けとなる附o

2000年にS.J.アッカーマン (S.J.Ackerman)が発表した「サミュエル・ウィルパート・タッ

カー:学校での人種隔離撤廃運動での世に知られていない英雄」は、学校での人種隔離運動に

果たした公民権活動家で弁護士のサミュエル・ W.タッ力一 (SamuelWilbert Tucker)の生

涯を簡略に示したもので、研究論文というよりも読み物である 109) タッカーは1939年3月に黒

人の退役軍人に付き添って、ヴァージニア州アレクサンドリア (Alexandria)公立図書館に

退役軍人に図書館カードを出すように図書館を訪問するが、両者は退館させられる o 5月には

裁判所にカードを出すように訴える。同時に8月には図書館への座り込みを計画する。 1名の黒

人の若者が図書館に入館し、サービスを求めるが、図書館は拒否するO 黒人は退館せず、書架

に向かい本を取り出して、静かに閲覧机で読書した。そののち次々と一定の間隔で5名の黒人

も同じ行動をとった。最終的には逮捕されたが、裁判では治安素乱罪に該当するか否かを問題

とし、被告は裁判を取り下げた。一方、9月には退役軍人への図書館カ ードの発行についての

判決が出され、図書館利用を白人に限定するとの法規はないとの結論であった。と同時に判決

は、黒人用の別途の図書館を提供しない限り、アレクサンドリアの黒人住民は図書館を利用す

る権利を持つとなっていた。裁判自体はタッカーの勝利であったが、市議会は急ぎ黒人分館を

設置することになり、人種隔離撤廃どころか、人種隔離を強化してしまった。

パターソン・ T.グラハムがアラバマ大学に提出した博士論文「アラパマ州の公立図書館での

隔離と公民権、 1918-1965年」は、 2002年に『読む権利:アラバマ州の公立図書館での隔離と

公民権、 1918-1965年』として出版された川0 内容に変化はないが、章立てなどに若干の変化

があるO グラハムは単なる動きの実証的記述のみならず、そうした個別実証的研究を基礎にし

て時代区分にまで止揚した。同書は、第1章「黒人図書館と白人の態度、初期の時代:パーミ

ングハムとモビーノレ、 1918-1931年」、第2章「黒人図書館と白人の態度II:大恐慌の時代」、第

3章「アフリカ系アメリカ人のコミュニティと黒人公立図書館運動、 1941-1954年」、第4章「座

り込み (Read-In)運動:アラバマ州公立図書館での隔離撤廃、 1960-1963年」、第5章「図書館

員と公民権運動 :1955-1965年」で構成されているO

1918-1931年は白人の恩恵による黒人分館の設置時代であり、大恐慌 (1930年代)の時代で

は雇用促進局 (WPA)やテネシ一流域公社 (TVA)による図書館活動を取り上げているO こ

うした連邦の図書館プログラムについて、グラハムは連邦職員が地元の慣習にしたがったため、

プログラムに黒人への図書館サービスが含まれないことが多かったと把握しているO なお1930

年代も白人の，恩恵による劣悪なサービスに変わりはない。第3章の1941年から1954年は、黒人

コミュニティが牧師、教育家、企業主、市民活動家、図書館員に率いられて、図書館サービス

を求める時代であるO そして第4章は隔離撤廃の経過を、モビール(1961年隔離撤廃)、モント

ゴメリー(1962)、ハンツヴィル (Huntsville，1962)、バーミングハム (1963)、アニストン

(1963)を取り上げて記した。最後の第5章「図書館員と公民権運動」では、まずモン卜ゴメリー
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のパスボイコッ卜事件に関わった図書館員ジュリエット・ H.モーガン (Juliette H. Morgan)、

白黒のうさぎの結婚を描く絵本を発端とする事件の中心人物であるアラパマ州公立図書館サー

ビス部長エミリー・ w.リード、セルマ (Selma)公立図書館員パトリシア・ブラロック
(Patricia Blalock)を紹介した。セルマの場合は白人館長ブラロックの指導下で、 1963年に

新聞への広報も黒人に知らすこともなく、自発的に人種隔離撤廃を実現したのであるO さらに

この時期のアメリカ図書館協会およびアラバマ州図書館協会の動きもまとめているO そしてグ

ラハムは、本研究がアメリカでの人種の平等、表現の自由、知的自由と密接に結び、ついている

ことを確認したのであるO

グラハムが示した時代区分の妥当性はともかく、 lつの図式が示されたことは後の研究にとっ

て有益である o ~司書は第 1次文献の渉猟、新聞の活用、インタビューの実施など、最近の図書

館史研究のオーソドックスな手法を用いている。これまでマクロな業績はアメリカ図書館協会

の方針とか、主要な出来事を比較的浅く扱う場合が多かった。 一方、個別実証的な研究はそれ

自体意味があるものの、広い展望を示すものは少なかった。グラハムの本書は、この両者の欠

点を克服していると思われるO すなわちアラパマ州という1つの州を舞台にしながら、その中

での半世紀の図書館史を単に文献というよりも、いわば実態という面から描き出したことに特

徴があるといえよう O ただ第4章は1960年から1963年、第5章は1955年から1965年と時代が重複

しているO 前者は公立図書館での隔離撤廃を、後者は3名の図書館員に焦点をあてており、研

究書における論述および時代区分の一貫性という観点からすると、物足りない部分があるO

2002年になってR.F.ジョーンズ (ReinetteF. J ones)が発表した『ケンタッキー州におけ

るアフリカ系アメリカ人への図書館サービス』 ωは、副題(fromthe Reconstruction 

Era to the 1960s)が示すように、 南北戦争後の南部再建期から1960代までの黒人への図書

館サービスを扱った業績であるO 第1章lこ「歴史的概観」、第6章に「影響:1852-1956年」を配

置し、実質的には第2章 0751-1904年)、第3章 (1905-1923年入第4章 0925-1935年)、第5章

0936-1963年)という4つの章を設けている O 基本的には年表の方式で、各項目に客観的な説

明を加えていくという方式であるO 例えば 11905年 ルイヴィル西部黒人分館」という項目を

みると、記述は成立時の1905年を起点に8ページにわたり、充実した内容になっているO また

黒人社会に影響する大きな出来事 (1896年のプレッシ一事件判決など)、またケンタッキー州

の外の重要な動き 0925年のハンプトン・インスティチュー卜の設立など)、さらにはアメリ

カ図書館協会の黒人サービス・ラウンドテープールや南東部図書館協会の説明など、ケンタッキー

州内の図書館(公立、大学、学校図書館)だけでなく、南部あるいは全国の動きのなかで、ケ

ンタッキーの動きがわるようになっているO 記述は客観的で、手軽な読み物、さらに事実を

知りたいときの簡便なハンドブ yクとしても使えるが、典拠はしっかりしており、本文150ペー

ジに注が636に達しているO 各項目の記述は既存の研究書などに頼るだけでなく、ジョーンズ

自体のオリジナルな研究も組み込まれており、この種の図書としては良質のものと思われるO

最後に黒人図書館員の養成史に触れておきたし」ベンジャミン・ F.スペラー・ジュニア

(Benjamin F. Speller， Jr.)を編者に1991年lこ『黒人図書館員の教育』 凶が発行された。こ

れはノースカロライナ・セントラル大学の図書館情報学大学院の50周年にあたって聞かれた会
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議の論集であるO そこではE.J.ジョズィーの「まえがき」 ωが黒人図書館員養成教育について

全体的な歴史的展望を与えているが、本書の中心は1990年代以降の黒人図書館員の養成、とり

わけ図書館員への勧誘が大きな題目になっているO それは最後に総括を行ったマイルズ・ M.

ジャクソン (MilesM. Jackson)のまとめ 11988年、アメリカ図書館協会認定校でマイノ リ

ティの卒業生は39パーセント減じた。特に黒人は図書館員になりたがらず、黒人図書館員数は

激減している」 ωに現れている O 黒人図書館員の養成ではアーサ-・ c.ガン (ArthurC. 
Gunn)が1986年にピッツパーグ大学に提出した博士論文「初期の黒人図書館員養成教育」凶

があるO この論文はハンプトン・インスティチュー卜の図書館学校の歴史と、アトランタ大学

での図書館学校の設立過程を記したものだが、資料の渉猟が十分といえず、また視野が狭いと

思われるO むしろ1986年にローズ、マリ-. R.ドゥモントが発表した「黒人図書館員の養成教

育:歴史的概観」の方が、要点を押さえてコンパクトによくまとめられている 116)。同論文はル

イヴィル公立図書館での養成 0910-1931)、ハンプトン・インスティチュート 0925-1939)、

アトランタ大学 (1941-)、それにノースカロライナ・セントラル・カレッジ、アラパマ・ A&

M.大学の図書館学校について、客観的な記述を要領よく行っているO ドゥモン卜は、黒人大

学を除いて図書館学校が黒人図書館員の養成に強い責任感を持つことは、ごく最近までなかっ

たとまとめているO また1986年の時点でも 1つの図書館学校が50パーセントの黒人卒業生を出

しており、これでは人種統合ができているのか疑問であると指摘した。図書館学校はいっそう

積極的な措置を講じ、等しい機会を黒人に提供しなくてはならないのである。

実はハンプトン・インスティチュート図書館学校の成立、内容、閉鎖、それにかわるアトラ

ンタ大学での開校については、アメリカ図書館協会の各指導者、図書館学教育委員会、カーネ

ギーなどの財団の意図などが錯綜し、図書館学校を置く大学としても他にタスキーギ、フィス

ク (Fisk)なども視野に入れられていた。ロパート・ S.マーティン (RobertS. Martin)と

オルヴィン・ L.シフレット (OlvinL. Shiflett)の1996年の論考「ハンプトン、フィスク、ア

トランタ」川は、黒人図書館員養成機関をめぐる確執を詳細に分析しているO 南部での黒人図

書館員の養成教育は、アメリカ図書館協会にとっても、カーネギーといった財団にとっても、

また南部の図書館員にとっても、大きな関心事でありつづ、けた。マーティン論文は、ハンプト

ン・インスティチュート、アトランタ大学での図書館学校設置にあたって、大学の適性や財政

や施設に加えて、大学の基本的性格や地理的位置、さらに諸々のグループや個人の利害を明ら

かにし、最終的にアトランタ大学に落ち着くプロセスを豊かな資料を掘り起こして解明してい

る118)

南部での黒人図書館員の養成はもともとルイヴィル公立図書館の黒人図書館員養成クラスが

先発 0910-1931)した。その延長上に、および養成クラスを乗り越える形でハンプトン・イ

ンスティチュートでの養成が展開 0925-1939)し、アトランタ大学 (1941-)などにつながっ

てLぺO こうした流れに沿って数少ない研究はなされてきたのだが、アリソン・ M.サッ卜ン
(Allison M. Sutton)が2005年に発表した論文「アフリカ系アメリカ人への初期図書館養成

史の空白を埋める」は、学校図書館員の養成という観点から黒人図書館員養成史に、新たな視

点を持ち込んでいる川)o サットンは1936年から1939年に展開された 「黒人司書教諭教育プログ
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ラムJ(Negro Teacher-Librarian Training Program， NTLTP)を取り上げて、原資料を

渉猟した論文にした。 1927年に南部大学・学校協会 (SouthernAssociation of Colleges and 

Schools， SACS)は、ハイスクールの学校図書館サービスの基準を1927年に採択し、その実施

を1935年秋に設定した。この基準は施設、蔵書、それに司書教諭の養成が3つの柱になってい

た。そしてこの基準を意識して、 1936年から1939年にかけてハンプトンやアトランタなとιつ
の大学を拠点に基準が示す12単位を付与する研修が夏期プログラムとして実施された。このプ

ログラムは、アメリカ図書館協会の図書館学教育委員会 (Boardof Education for Libraria 

nship)、SACS、資金を援助したジェネラル・エデュケーション委員会 (GeneralEducation 

Board:もともとは1902年にジョン・ D.ロックフエラー (JohnD. Rockfeller)が教育の促進

を目的に設けた組織)、それに南部の図書館学教育界(中心はハンプトンのフローレンス .R. 

カーティス)の合同事業で、 279名の司書教諭を生み出した。この数値はハンプトンが14年間

に輩出した図書館員 (183名)の数よりも多いという O このプログラムは単に学校図書館界に

とどまらず、公立図書館史にも重要な意味を有する。当時、黒人への図書館サービスがない場

合が多く、学校図書館(黒人大学の図書館)が一般住民に聞かれたり、 一般向けの成人教育プ

ログラムを実施していたからであるO

3.4 個別研究3:各論

前の2つの節に該当しない南部図書館史と黒人の文献を中心に示しておく O すべて雑誌論文

で¥2つの節の内容を各論的に深める文献、さらには新しい視点や主題を持ち込んでいる文献

を重視しているO

1998年に発表されたケイラ・B.パーレット (Kayla B. Barrett)などの論文「アラパマ州

図書館協会と人種統合J120)は、アラバマ州図書館協会に黒人会員を認めるか否かに関わる議論

と経過を詳細にまとめたものであるo 1949年に同協会会長が黒人を会員に認めることを提案し、

理事会はその方向にまとまり、全会員への郵送投票でも賛成が反対よりも多かった。しかし論

議はもつれ、黒人も参加する検討委員会も設置され検討したが、結局1952年になって委員会は

アラバマ州黒人図書館協会という別途の協会の設置を勧告して幕を閉じた。 一方、 1954年アメ

リカ図書館協会年次大会は各州に 1つの州支部という決定をし、アラバマ州図書館協会はアメ

リカ図書館協会から脱退するにいたるO 本論文は1949年から1952年までの経緯を詳細に探った

論考であるが、外圧もなしにアラパマ州という地で図書館協会の幹部が会員資格での人種差別

撤廃を打ち出していたことは注目に値するO

スティーヴン ・R.ハリス (StevenR. Harris)の2003年の論文「公民権とルイジアナ州図

書館協会」凶は、上述のパーレット論文と軌をーにする o 1946年頃からルイジアナ州図書館協

会では副会長が黒人に入会資格を認めるように主張し、検討委員会が設置されるO 検討委員会

は1949年末に黒人の参加を認め、大会を開催できる施設を探すように勧告した。しかし1950年

大会で同勧告にたいする採否を1年延期するという動議が出され、この動議が圧倒的多数で採

択された。そして最終的には委員会自体が勧告を引き下げてしまった。また1954年のブラウン

事件判決後、南部では「大規模な反抗J(massive resistance)の時期があり、ルイジアナ州
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図書館協会は例えば1953年に知的自由委員会を設置したがまったく機能しなかった。そののち

アメリカ図書館協会では1954年に各州に 1つの支部という決定、 1961年に「図書館の権利宣言」

第5条(人種統合条項)の採択、 1962年に「個人会員、支部資格、および施設会員に関する声

明」の採択と進んでいく O その結果、ルイジアナ州図書館協会は支部の資格を失い、アメリカ

図書館協会から自発的に撤退した。なお1964年公民権法の影響は大きく、翌1965年にルイジア

ナ州図書館協会はアメ リカ図書館協会に支部資格の復活を申 し込むことになる。

続いてジョン・L.プレア一 (John L. Preer)の2004年の論文はリッチモンドで聞かれた

1936年アメリカ図書館協会年次大会を扱っている問。 この大会では司書のアイデンティティ、

拡張サービス、連邦の補助、それにラジオ、映画、マイクロフィルムなどのテクノロジーが大

きな柱になった。しかし1936年大会が有名なのはアメリカ図書館協会で人種問題が明確に浮上

してきたことによるO そしてアメ リカ図書館協会の大会は差別のあるホテルや施設では開催し

ないという決定、要するに大会における非差別決議を採択したのであるO その結果、 20年にわ

たって深南部ではアメリカ図書館協会の大会が聞かれないことになるO プレアーによると、連

邦補助も人種隔離撤廃も同大会から20年を経過して実現するO そうした意味で、プレアーは同

大会を1つの出発点と位置づけている。

てーレッ卜、ハリス、プレアーの各論文は、アメリカ図書館協会レベルではこれまで指摘さ

れてきたことを実証面で補強するとともに、州図書館協会内部での動きを豊かな原資料を用い

て解明したことに意義があるO

ところで黒人女性は黒人と女性という二重の重荷を背負っている。この点を意識しつつ、ジェ

イムズ・ v.力一マイケル・ジュニア (JamesV. Carmichael， Jr.)は博士論文123)をもとに、

高質の研究論文を発表しているo 1986年の論文 「ア トランタの女性図書館員」 ωは、 19世紀末

から20世紀初頭にアトランタの図書館活動を担った女性、およびアトランタ公立図書館に付属

する図書館学校の卒業者を詳細に分析した好論文であるO 女性図書館員は男性図書館員の配下

という位置づけ、あるいはディー・ギャリソン (DeeGarrison)などの女性化理論で説明さ

れる場合が多かったが、同論文はこの時期のア卜ランタの図書館は女性が支配していたこと、

およびジェンダーによる給与の差は小さかったことを実証している O 概して第3世代の修正解

釈に反証を示す結果になるとともに、いっそう慎重で精織な研究の必要性を示す結果になって

いる。また同論文はこれらの女性が示す黒人にたいする態度にも触れ、当時の一般的な状況と

比べると、黒人や黒人への図書館サービスについて非常に進歩的であったと結論している問。

続いて1992年にカーマイケルは、南部の図書館員養成教育における女性の役割を、形成期

(1905-1930)、「発展期J(1930-1945)に分けて分析した則。 その分析によると、南部での図書

館員養成教育はほとんど女性の独壇場であった。また両期を通じて、図書館学教育を形成した

のはジェンダ一、人種、階級についての南部の態度であり、南部の貧しい経済状況であったと

するO さらにアトランタとケンタッキーの地域的対立も組み込まれているO 黒人図書館員の養

成については、ハンプトン・インスティチュー卜、アトランタ大学での図書館学校の設置にま

つわる確執を取り上げた。

なおステファニ・ J.ショー (StephanieJ. Shaw)の1996年の単行書『女性の在り方と行
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動J127)を指摘しておく。本書は人種隔離時代の専門職の黒人女性を取り上げて歴史的考察を行っ

た業績であるO そこでは黒人女性が獲得できる4つの最も高度な専門職として、教職、看護職、

司書職、それにソーシャル・ワークを指摘し比較検討を行っているO 例えばこの4つのグルー

プのなかで、看護師だけが人種隔離の時代に全国的な団体を発展させ維持できたとしているO

図書館については、黒人女性に限らないが、アメリカ図書館協会内に1969年にブラック・コー

カスができてはじめて全国的な組織ができたと記している 1制。図書館や黒人女性図書館員につ

いての記述は散発的であるが湖、職としての司書職が黒人女性にとってどのようなものであっ

たのかを理解できるO

メアリー・1.パンディ (Mary L. Bundy) とフレデリック・スティロー (Frederick

Stielow)を編者として、 1987年に刊行された『アメリカ図書館界と積極的活動主義J130)が扱っ

た時代は1962年から1973年までで、公民権の時代であり、またアウトリーチ・サービスの時代

である。本書は当時に図書館での改革を求めて活動した人が、約20年後に自分の活動を振り返っ

たものであるO おそらく自分たちの活動の正当性を確認するという私的な願いもあったろうが、

それ以上に図書館サービスで基本にすえるべき姿勢と方向を、若い図書館員に伝えておきたい

という意図があったろう O 本書で各執筆者が示したサービスは、経済不況と社会の保守化とと

もに縮小、消滅していった。そうした意味で、本書が示す問題意識はむしろ重要性を高めてい

ると思われる o E.J.ジョズィーの第1章「公民権運動とアメリカ図書館界」 削は1960年代の図

書館界をマクロに描き、本書全体の導入部になっている o 1960年以前のアメリカ図書館界、と

りわけアメリカ図書館協会の姿勢を総括したのち、 1960年代前半期の転換を示すとともに、

「私たちはアメリカ人の生活におけるすべての面で、差別の重荷や人種の障壁のない機会の平

等を求めているJ1却と指摘し、闘いの継続が必要であると強調した。

同書で黒人に的を絞った論考は2つである O まずウィリアム・カニンガム (William

Cunningham) はアメリカ図書館協会のブラック・コーカスに絞って執筆し、 1969年のコー

カスの成立から初期4年間の動きをまとめている問。そこでは設立の経緯、目的、議会図書館

での黒人差別への取り組み、図書館協会の評議会や委員会に黒人を参画させる取り組みなどを

記しているO 次に、へレン・ウィリアムズ (HelenWilliams)は白人図書館学校での黒人の

経験を扱っている 131)0 1962年から1974年に白人の図書館学校に学んだ黒人にアンケー卜調査を

実施し、その結果を報告した。そこでは教員や学生から受けた差別と、それにたいする黒人学

生の対処法がまとめられているO 人種差別主義は黒人学生への低い学業期待など、さまざまな

面にあらわれていたという O なお同書の付録は1970年にブラック・コーカスが発表した「ブラッ

ク・コーカスによる人種隔離(撤廃)についての決議」などを掲載している問。

各論では、ダン ・R.リーが1991年の 『ライブラリ ーズ・アンド・カルチャー』に発表した

「フェイス・キャビン図書館」 附がある o 1932年から1960年に展開されたサウスカロライナ州

とジョージア州の村落部の黒人を対象にする図書館サービスを解明した論文で、よく調査され

ているO ウィリー・ L.バフィン卜ン (Willie1. Buffington)が開始したこの図書館は、全国

から古本を集め、それをもとに黒人学校に図書室を作り、学校図書館と公立図書館の役割を担

わせようとするものであった。 30年間に約100の図書館が設置されたが、州はこの活動に冷淡
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であったという O この図書館は戦後の図書館サービス法の採択、それに人種隔離の消滅ととも

に使命を終えた。

パトリック・ M.ヴァレンタイン (PatrickM. Valentine)の1996年の論文「鉄鋼、棉、タ

バコ」即)は、 1900年から1940年におけるノースカロライナを取り上げ、公立図書館への慈善を

取り上げているO おのずとその中心はカーネギーの寄付とローゼンワルド基金の実験的プログ

ラムが中心となるO いずれも公立図書館サービスの思想の普及に貢献したが、図書館設置以上

の関心が見出されないと結論しているO なおノースカロライナはジョージアほどカーネギーの

寄付に積極的ではなかったが、その理由としてジョージアでは州図書館委員会や州図書館協会

の設置が早 く(し 1ずれも1987年)、活発にカーネギーの寄付を自治体に働きかけたためとして

いる(ノースカロライナではおのおの1909年、 1904年)。黒人への図書館サービスについては

シャーロットとグリーンズボロ (Greensboro)でのカーネギーの寄付を取り上げl刷、ローゼ

ンワルド基金の実験的プログラムについては、概してノースカロライナでは失敗し、失敗によっ

て黒人が最も不利を被ったとした139)。

ローゼンワルド基金による図書館プログラムについては、図書館における知的自由の歴史研

究者として有名なルイーズ・ s.ロビンズ (LouiseS. Robbins)が、 2005年にオクラホマナト|を
対象に、ローゼンワルド基金や雇用促進局 (WPA)の実験的な図書館サービス・プログラム

について、原資料を駆使した実証性の高い論文を発表した附。 例えばローゼンワルド基金での

図書館プログラムは、 (1)小さな文庫(14冊から50冊)の配布(学校などへ)、 (2)黒人カレッジ

の図書館の向上、 (3)カウンティ全域へのサービスの提供という側面からなっていた。ロビン

ズはこうしたプログラムの運営を解明するとともに、図書館サービスへの感謝の手紙、実験フ。

ログラム終了後のサービスの持続具合、このプログラムに市場を求めて発行された図書などを

取り上げ、ローゼンワルド基金や雇用促進局のプログラムの成果を追求したが、成果を分析し、

はっきりと結論を導くのは難しいとしているO

成果という側面を違った視点から検討した論文として、ジュリア・ A.ハースバーガー

(Julia A. Hersberger)、ロウ・スア (LouSua)、アダム・ L.マレー (AdamL. Murray) 

が2006年に発表した 「コミュニティの果実と土台:グリーンズボロ・カーネギー黒人図書館、

1904-1964年」があるは)) この論文は、ノースカロライナ州グリーンズボロ (Greensboro)の

カーネギー黒人図書館の歴史を取り上げ、社会科学的な手法を用いて同館がコミュニティでど

のような役割を果たしていたのかを解明しようとした。デイヴィッド・ W.マクミラン (David

W. McMillan)とデイヴィッド・ M.チャヴィス (DavidM. Chavis)の枠組み、すなわちコ

ミュニティを構築する4つの塊りとして、 (1)構成員であること、 (2)影響、(3)ニーズの統合と達

成、 (4)共有された感情的結び、っきという塊りを分析枠組みとして用いているO 具体的には、

「カーネギー黒人図書館の設立にアフリカ系アメリカ人コミュニティの果たした役割」、 「アフ

リカ系アメリカ人コミュニティにおいて、 『場』としてのカーネギー黒人図書館を位置づかせ

るために、構成員の果たした役割」、「図書館とコミュニティとの相互の影響」、「コミュニティ

および図書館のニーズの充足方法」、「図書館を高質の 『場』の経験として位置づける結び、つけ、

すなわち共有された感情的な結び、っき」であるO そしてこの最後の 「共有された感情的な結び
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っき」の解明を最も重視した。図書館という「場」への関心は図書館史研究でも大きな関心に

なっているのだが、本文献レビューでも示してきたように諸研究業績は圧倒的に制度やサービ

ス提供側の分析が多く、利用者に視座をすえた研究は重要性を増しているO

アルマ・ドーソン (AlmaDawson)の2000年の論文「黒人の図書館員と図書館学を祝

うJ112)は、重要な文献の紹介、重要な黒人図書館関係者の伝記を掲載している文献の紹介、専

門職団体、図書館とサービスの発展、図書館学教育、公民権や差別といった節に分けて、黒人

の業績を示しているO 基本的には人物と文献の紹介と考えてよく、その限りでは要領よくまと

められているO

最後にニューヨーク・パブリック・ライブラリー135番街分館について、最近の業績を指摘

しておく O ベティ・ L.ジェンキンズ (Betty1. J enkins)の1990年の論文「ハーレムの白人

図書館員」 川)は、ニューヨーク・パブリック・ライブラリー135番街分館、いわゆるハーレム

分館で黒人への図書館サービスを開拓したアーネスティン・ローズを扱っているO ローズは19

20年から1942年まで同館に尽くし、同館のサービスはモデルとされた。ジェンキンズはローズ

の活動を紹介し、その評価を行っているO ジェンキンズによると、ローズは黒人関係蔵書の構

築、黒人図書館員の雇用と研修、コミュニティの指導者との協力、それに成人教育プログラム

を軸にサービスを行った。また図書館が人種、階級などにかかわらず、すべての人に聞かれた

「社会の知的センター」になることを願っていたという O こうしたローズの姿勢はときに車L蝶

も生んだが、ジェンキンズはローズの業績を高く評価した。

サラ・ A.アンダーソン (SarahA. Anderson)の2003年の論文「行き場」 凶はハーレム・

ルネサンス期のニューヨーク・パブリック・ライブラリー135番街分館の活動を記しているO

ローズの指導下で、同館はハーレム・ルネサンス運動に重要な役割を果たした。図書館は作家

と読者を結び、つける会合を企画し、芸術家と観覧者を結び、つける芸術展を開き、演劇家と観衆

が交わる機会を設定した。こうした文化的な活動とともに、黒人蔵書を確実に蓄積し、黒人と

黒人の経験を結び、つけるのに貢献したのである。さらにローズは図書館職員の人種統合を主張

し実現するが、これは当時にあって例外的なことであった。ローズの活動によって、 135番街

分館はまさにコミュニティに埋め込まれた存在になっていった。

なおハーレム分館を振り出しにニューヨーク・パブリック・ライブラリーにつとめた黒人図

書館員レジナ・アンドリューズ (ReginaA. Andrews)と、同館管理職との昇進や俸給をめ

ぐる争いについては、 2007年のエセリーン・E.ホイットマイアー (EtheleneE. Whi tmire) 

の論文がある附o

おわりに

2008年に刊行されたデイヴィッド・ M.バトルズ (DavidM. Battles)の『南部公立図書館

におけるアフリカ系アメリカ人へのサービス』は、南部公立図書館における黒人へのサービス

を扱ったはじめての通史と位置づけられよう附0 本文は146ページで、植民地初期から1966年

までを扱っている o 1966年というのは合衆国最高裁がブラウン対ルイジアナ事件判決を下した
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年であるO 同書は全部で21章を設けており、各章の末に注がつけられているO 各章はまずその

時期を代表する出来事を特に黒人問題を中心に一般的な概説を示し、そののち黒人と公立図書

館についての記述を展開しているO

バトルズによると、南部で公民権を獲得していくアフリカ系アメリカ人の長期にわたる闘争

は十分に研究されているO またアメリカ公立図書館史も、完壁とはいえないまでも、十分に研

究されているO それらに比べて南部公立図書館への黒人のアクセスをめぐる闘争は、研究が進

んでいな ~ìO この分野の研究の多くは、断片的な研究 (short studies)か特定の州に限定し

た研究であるO こうした問題意識の上に、バトルズ、は南部全体を対象に公立図書館と黒人の関

係を歴史的に検討しようとするO そして、アフリカン・アメリカン研究、南部研究、それに図

書館史研究を視野に入れ、その相互関係や影響関係に留意しつつ、南部公立図書館へのアフ リ

カ系アメリカ人のアクセスという問題を扱うとしているO

『南部公立図書館におけるアフリカ系アメリカ人へのサービス』は、公立図書館での黒人サー

ビスへの前史といえる1890年代までに6つの章をあて、公立図書館と黒人サービスについては、

最終の第21章「結論」を除くと、 14の章をあてているO それらは以下のようになっているO 各

章で主に とりあげられている事項を整理して示しておいた。

第7章 1900-1910年:隔離された公立図書館の興隆

アトラン夕、シャーロット、メンフィス、テキサス州ガルヴェストン (Galveston)、jレイ

ヴィルなどでの黒人サービスの開始、カーネギーの寄付

第8章 1911-1914年:アメリ力図書館協会年次大会

ヤス卜の1913年報告

第9章 1915-1925年:隔離の強化

第1次世界大戦やカーネギーの寄付の終結により、黒人図書館サービスに資金が回らない。

ただしバーミングハムの黒人分館開館(1918)を中心にいくつかの例外がある。

第10章 1921-1925年:新しい黒人運動:アメリ力図書館協会の再試行

黒人サービス・ラウンドテーブル

第11章 1926-1929年中頃:嵐の前の静けさ

ハンプトンで聞かれた第1目黒人図書館会議 (NegroLibrary Conference)、ルイヴィル公

立図書館発行の『黒人分館J(CoJored Dθ'partmen t， 1927)、ローゼンワルド基金による実験

プログラム、ウエス卜ヴァージニアでのチヤールストン(Charleston)事件(1927)

第12章 1929年後期-1935年:大恐慌

モビール黒人分館開館 (1931)、ショアーズ調査(1930)、TVAやWPAの図書館プログラム、

ノてー力一『南部の図書館J(1936) 

第13章 1936-1940年:大恐慌第2部

グリーソン『南部の黒人と公立図書館J(1941)、アレクサンドリア公立図書館事件 (1939)、

雇用促進局 (WPA)の活動

第14章 1941-1945年:第2次世界大戦

ア卜ランタ大学での黒人図書館員養成開始(1941)、黒人図書館員団体
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第15章 1945-1950年:誰のための「勝利の時期」なのか

ダン卜ン調査(1948)、モントゴメリーの黒人分館開館(1948)、ルイジアナおよびアラバマ

州図書館協会での人種統合問題

第16章 1951-1955年:ブラウン事件に向けて

アラパマおよびノースカロライナ州図書館協会の統合問題(1951)、ホールデン調査 (1954)、

レディックの主張(1954)、ノてーミングハムでの図書館理事会をめぐる動き、アラバマとジョー

ジア州図書館協会がアメリカ図書館協会の支部資格喪失(1954)

第17章 1956-1959年:ポス卜・ブラウン事件

リード事件(1959)

第18章 1960-1961年:公民権運動の進展

グリーンヴィル、メンフィス、ダンヴィル、モビールでの隔離撤廃、『図書館の権利宣言』

第5条(人種統合条項)追加、

第19章 1962-1963年:混乱するアメリ力図書館協会

アメリカ図書館協会での支部資格問題、モントゴメリーやアニストンなどアラパマでの隔離

撤廃事件、ベル調査(1963)

第20章 1964-1966年および以後:実現された公民権

フリーダム図書館(ミシシッピー夏期プログラム)、ジョズィー調査 (1965)、ブラウン対ル

イジアナ事件(1966)

これらの事項に関してはすべて本文献レビューで扱っているが、第20章のジョズィー調査と

は1965年に『ライブラリー・ジャーナル』に発表された調査結果を指す問。

このバトルズ、の『南部公立図書館におけるアフリカ系アメリカ人へのサービス』が評価され

るとすると、それは南部公立図書館における黒人を通史としてまとめたという1点においてで

あろう O それはまたこの領域における便利な参考図書になりうるということでもあるO 上に掲

げた各章が扱った項目はたしかに重要な事柄であり、筆者が文献レビューで扱った事柄がほぼ

網羅されて取り上げられているO そうした点ではよくまとめられた本といえるO

しかし本書については少し厳しい評価をする方がよかろう O いくつかを取り上げて箇条書き

にしておく O

-著者の問題意識は第20章 11964-1966年および以後:実現された公民権」に窺われる O バ

トルズは1964年公民権法、それに1966年のブラウン対ルイジアナ事件の合衆国最高裁判決が

「実現された公民権」を具体的に示すものと考えているようであるO 確かに法的にはそうであ

るかもしれない。また第19章ではアメリカ図書館協会の支部資格の問題は取り上げているが、

アメリカ図書館協会で大論争になった『公立図書館へのアクセス』酬にはまったく言及がない。

『公立図書館へのアクセス』は南部公立図書館での人種隔離を非難する(公立図書館の場合、

人種隔離自体は多分に過去の問題になりつつあった)とともに、実態としての人種によるサー

ビスの相違(白人地区に分館が多く、また蔵書数も多いといったこと)を示し、それは南部だ

けでなく全国にみられるとした。すなわち制度的な人種差別ではなく、実態としての差別に警

鐘を鳴らしたのであるO ここから不利益をこうむっている人へのサービ、ス、アウトリーチ・サー
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ビスが展開してL、く O この重要な側面を捨象した著者の問題意識に疑問を投げざるをえない。

・バトルズは20の章を設定しているのだが、これは時代区分を意識したものとは思われない。

重要な事柄を抽出し、それに時期をあてて、その時期にあてはまる副次的な出来事を組み込ん

だと思えるO 例えばアメリカ図書館協会に関わる事柄は、多くの章で記述されているのだが、

個別的な出来事として記されており、それがアメリカ図書館協会の歴史のなかでどのような意

味と位置づけを持つのか、十分な記述になっているとは思われない。

-上に内容を示した第7章から第20章をみると、バトルズのオリジナルな研究を示した章は

ない。すべてが筆者の文献レビューが示した、いわば既存の図書(グリーソン、グラハム、ジョー

ンズなど)、あるいは雑誌論文からの借用によって本書は執筆されているO

例えば 「第15章 1945-1950年:誰のための 『勝利の時期』なのか」は、ダントン調査(194

8)、モントゴメリーの黒人分館開館(1948)、ルイジアナおよびアラバマ州図書館協会での統

合問題を中心にしているが、ダントン調査は『ライブラリー・ジャーナル』の論文(注34参照)、

モン卜ゴメリーの黒人分館についてはパターソン・ T.グラハムの研究書(注51、92参照)、ア

ラパマ州図書館協会の統合問題はケイラ・B.パーレットなどが1998年の『ライブラリーズ・ア

ンド・カルチャー』に発表した「アラパマ州図書館協会と人種統合J(注120参照)、ルイジア

ナ州図書館協会についてはスティーヴン・ R.ハリスの2003年の論文「公民権とルイジアナ州

図書館協会J(注121参照)に依拠しているO またとりわけ第15章以降は、アラバマ州の公立図

書館が多く取り上げられているが、モン卜ゴメリ一、パーミングハム、モビーノレ、アニンスト

ンなどは、グラハムが重点的に調べた研究を援用したもので、オリジナルな研究ではない。

・通史の場合、すべてをオリジナルな研究で、執筆するというのは無理な注文であろうが、少

なくとも柱とする部分はオリジナルな研究で、あって欲しいし、図書全体の枠組み、それに時代

区分の説明は示して欲しし1。そうした願し 1を持つ評者にとっては、バトルズの本書は期待に沿

わない内容であった。

2 

ジェイムズ・ボールドウィン (JamesBaldwin) はマーガレット・ミード (Margaret

Mead) との対話で、「ハーレムには当時2つの公共図書館がありました。 13歳の頃には、この

2つの分館にあるほとんどの本を読んでいました」と述べている附。一方、ボールドウィンは

小説『山に登りて告げよJ(1953)で次のように書いているO

彼はこの通り [42丁目街]が好きだった。といっても、人々や屈のせいでなく、公立図書

館の巨大な本館の前に四方をへいげいしている石造のライオンどものせいだった。しかし、

書物がいっぱいの、途方もなく大きなこの建物に入る気にはなれなかった。ハーレムのー劃

に住む一員なのだから、市のどの図書館からでも本を借覧する資格はあると思うのだが、な

にせ巨大な建物なので、中に入ってみれば、廊下や大理石の階段がやたらにあって、迷路に

迷い込み、ほしい本も探せないだろうと思うと、ついぞ足をふみ入れたことはなかった。そ

んなことになろうものなら、中の白人たちはみな、彼が大きな建物や沢山の書物に不慣れな

ことに気付いて、憐れんで見るだろう O いつの日か入ってみることにしよう O そのときは、

47 



京都大学 生涯教育学・図書館情報学研究 vol. 9. 2010年

山手の書物を全部読んでしまったときのことで、そうなったらこの建物だけでなく世界中の

どんな建物に入って行ってもおかしくない貫禄がついているだろう即)o

「山手の書物」とはニューヨーク・パブリック・ライブラリーのハーレム分館を指す。彼

(黒人の青年)はニューヨーク・パブリック・ライブラリーの本館の壮大さと複雑さによって

威圧されているO と同時に館内の白人の反応に恐怖を抱いているO これは小説ではあるが、十

分にボールドウィンの体験、黒人全体の感覚を表明したものと考えてよかろう O 実際、この 5

番街に面する一対のライオン像は立派なもので、図書館の守護者であり、また知識の守護神で

もあるO しかし比日前的、象徴的にではあるものの、ライオン像が下層階級やマイノリティを威

圧して利用を遠ざけてきたとすれば、ライオン像が歴史的に果たした役割は皮肉なものといわ

ざるを得なL、。

またアメリカの著名な歴史研究者ジョン・ホープ・フランクリン(John Hope Franklin) 

は、ノースカロライナ州の州立公文書館・歴史館を訪れたときの模様を 「今でもはっきり思い

出す」と述べ、次のように記しているO

そこの館長はイエール大学で、歴史学の博士号をとった人だった。私が姿を見せるや、職員

たちはパニック状態になり、まるで緊急事態が起こったかのようだった。そのこと自体が、

じつは、歴史的な重みをもっているのであるO 公文書係員は、率直に、私がその施設を使お

うとした最初の黒人であり、その建物を設計した建築家はこのような事態を全く予想してい

なかったので、手書きの文書やその他の史料を使えるようになるまでには数日かかるだろう

と話してくれた。その聞に、展示室のひとつを私のための読書室に改装するというのであるO

これだけでも相当にショッキングなことだったが、アラバマ州の公文書館の女性館長が、私

が「ハーヴァード出の黒ん坊J(彼女がこう言ったのである)なのに、南部のレディーにた

いして礼儀正しく振る舞う能力をもち合わせているのがわかって、彼女の方がシヨツクを受

けたと言つた時の滑稽さとはくらべようもない1削5日印1)

そののち、フランクリンの記述は「国会図書館J(議会図書館)の食堂で食事ができなかっ

たことに続いてしぺ O 上記の引用文中、展示室の1つを読書室(閲覧室)に改装するとの記述

があるO 当然ながら公文書館に閲覧室はあるのだが、同じ机に白人と黒人が席をとり、袖を触

れ合わすのを避けるために、閲覧室を急ぎ設けるというのであるO

ボールドウィンは建物と館内にいる白人に威圧され、ノースカロライナの州立公文書館長は

黒人への強固なステレオタイプを抱いていた。これらは『公立図書館へのアクセスJ(1963) 

がいう「直接的差別」や「間接的差別」よりも、いっそう歴史に根ざした深層のものといえる

だろう O

J王

筆者が『アメリカ公立図書館・人種隔離・アメリカ図書館協会』で、詳述したのは以下の事項である。

ヤスト報告(1913)、黒人サービス・ラウンドテーブル(1921-1923)、シャーロッ卜方式とルイヴィル方

式およびルイヴィル公立図書館黒人分館、アメリカ図書館協会リッチモンド大会(1936)、人種隔離をめ

ぐる先駆的裁判事例(チヤールス卜ン独立学区事件(1928)、イノック・プラット・フリー ・ライブラリー

事件(1945))、人種隔離をめぐる裁判事件(ダンヴィル公立図書館事件(1960)、ピーターズ、パーグ公立
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図書館事件(1960)、メンフィス公立図書館事件(1960)、モントゴメリ一公立図書館事件(1962)、ブラ

ウン事件(1966))、エミリ-・リード事件(1960)、「図書館の権利宣言』 第5条(人種統合条項)の追加

(1961)、「個人会員、支部資格、および施設会員に関する声明」の採択(1962)、『公立図書館へのアクセ

ス.](1963)。また例えば、アメリカ図書館協会ア卜ランタ年次大会(1899)、アトランタ公立図書館の黒

人分館、ノレイヴィルやハンプトン・インスティチュートでの黒人図書館員養成、ショアーズ調査(1930)、

アトランタ大学の修士論文群、エステスやムーンの主張(1960)、ホールデン調査(1964)、ベル調査

(1963)などについてもまとまった記述をしているO

1 )アトランタの特に黒人分館については、黒人分館長をつとめたマクフィーターズの回想が詳ししh

Annie L. McPheeters， Library 5，θ'rVlcθin Black and Whitθ SomθPθ'rsonal Rθcollθctions， 1921 

1980， Metuchen， N.J.， Scarecrow Press， 1988 

2 )このプログラムの多くは実験的なプログラムであるが、村落部に図書館サービスを持ち込んだり、プ

ログラムが契機となって黒人学校に図書館主事が導入されたりした O 以下を参照。MaryEdna 

Anders， Thθ Tθ刀刀θssθθ Vallθy Library Council， 1940-1949， Atlanta， Southeastern Library 

Association. 1960 

3 )このプロジェク卜については以下を参照。DonaldG. Davis， Jr. and Cheryl Knott Malone， “Re-

ading for Liberation: The Role of Libraries in the 1964 Mississippi Freedom Summer Project，" 

in John Mark Tucker， ed.， Untold Stori白 Civil Righ ts， Li brariθ's， and Black Librarianship， 

Champaign， Ill.， Graduate School of Library and Information Science， 1998， p. 119-125.注104

も参照。

4) Plessy v. FIθ'rguson， 163 U.S. 537 (1896) 

5) Brown v. Board of Education， 347 U.S. 483 (1954) 

6 )施設の人種隔離撤廃の時期については以下を参照。InternationalResearch Associates， Accθ55 to 

PU blic Li branθs， Chicago， American Library Association， 1963 

7 )ルイヴィル方式、シャーロット方式を最初に図書館全国雑誌に紹介し、ルイヴィル方式を主張したの

がルイヴィル公立図書館長をつとめたヤストで、以下の文献である o William F. Yust， “What of the 

Black and Yellow Races?" Amθrican Library Association Bulletin， June 1913， p. 159-167.両

方式の法規面、実態面については以下が詳しい。ElizaAtkins Gleason， Thθ Southθ'rn Nθ'gro and 

thθPublic Library.・AStudy of the Govθ'rnmθnt and Administration of Public Library S.θ'rvlcθ 

to Nθ'groθ's in thθSouth， University of Chicago Press， 1941， p. 20-21， 76-77， 80， 154-167 (Chap 

7 “Independent Negro Libraries" ).なおグリーソンは両方式には、図書館費、建物、開館時間、職

員の学歴や給与で相違はないとしている O そしてこの分析結果は「通説とは相違するJ(p. 167) と述

べる O グリーソンはシャーロット方式に魅力を感じていたが、 実践はルイヴィル方式に決定的に傾いて

し、fこ。

8 )ルイヴィル公立図書館についての単館史は以下である o Workers in the Service Division of the 

Work Projects Administration in the State of Kentucky， Libr，θries and Lottθ'T1θ5: A History of 

thθLouisvillθPublic Library， Cynthiana， Kentucky， Hobson Book Store， 1944.ルイヴィルの黒

人を研究したのが以下である o George C. Wright， Life Bθhind a V;θil: Blacks in Louisvillθ， 

Kθ'ntucky， 1865-19 
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Thomas F. Blue，“A Successful Library Experiment，" Opportunity， August 1924， p. 244-246 

また最近の研究としては以下がある o Cheryl Knott Malone， “Louisville Free Public Library' s 

Racially Segregated Branches， 1905-35，" Rθgistθr of thθK，θ'n tucky Historical Sociθty， vol. 93， 

no. 2， 1995， p. 159-179.なお黒人図書館員の養成については以下を参照。 ArthurClinton Gunn， 

“Early Training for Black Librarian in the U.S.: A History of the Hampton Institute Library 

School and the Establishment of the Atlanta University School of Library Service，" Ph.D. dis 

sertation， University of Pittsburgh， 1986.なおルイヴィルおよびケンタッキー州での黒人図書館サー

ビスについては以下が詳しい o Reinette F. Jones， Library Servl白 toAfrican Amθ'rlcans ln 

kθ'ntucky， from Rθconstruction Era to thθ 1960s， Jefferson， N.C.， McFarland and Company， 

2002 

9 )例えば南東部図書館協会のいわば正史が以下である o Ellis E. Tucker， ed.， Thθ Southeastθ'rn 

Library Association: Its History and Its Honorary Members， 1920-1980， Tucker， GA， 

Southeastern Library Association， 1980.さらに以下も参考になる。MaryEdna Anders， “The 

Southeastern Library Association， 1920-1950，" Southθastθ'rn Librarian， Spring 1956， p. 9-39; 

Mary Edna Anders，“The Southeastern Library Association， 1920-1950，" Southθastern 

Librarian， Summer 1956， p. 61-81.リージョナルな団体や雑誌を取り上げるのは本稿にそぐわないが、

図書館史研究に重要である O 例えば常に指摘されるウィリアム・ヤストの1913年論文 (WilliamF 

Yust， “What of the Black and Yellow Races?" op.cit.) に対応する分析が以下に掲載されており

基礎資料になる o George T. Settle， “Status of Work with Negroes in the Territory Embraced 

in the Southeastern Library Association，" Procθθdings of Southθastern Library Association 

Fourth Biennial Conf(θrθncθ， Signal Mountain， Chattanooga， T，θ'nnθssθθ， April 22-24， 1916， p. 47-

51 

10)黒人図書館員の養成については以下を参照。ArthurClinton Gunn， “Early Training for Black 

Librarians in the U.S.，" op.cit.; Robert Sidney Martin and Orvin Lee Shiflett，“Hampton， 

Fisk， and Atlanta: The Foundations， the American Library Association， and Library Education 

for Blacks， 1925-1941，" Librarl白 andCulture， vol. 31， no. 2， 1996， p. 298-325;小林卓 120世紀

前半のアメリカにおける黒人図書館員教育 :ハンプトン学院図書館学校を中心にJr図書館界Jlvol. 45， 
1993， p. 308-322; Sarah Bogle and Tommie Dora Barker， A Study of thθ Library School 

Situation in Southern Statθs， Chicago， American Library Association， 1931.ボーグルの文献は

南部での図書館学教育の状況を州ごとにまとめ、さらに司書の受給関係に触れているO 黒人図書館員教

育についてはハンプ 卜ンに加えてアトランタ大学を示唆しているが (p.43)、これは1941年に実現する

ので先見の明のある報告といえる。なお1939年にハンプトン図書館学校が閉鎖され、アメリカ図書館協

会はす

1939 

11) Rice Estes，“Segregated Libraries，" Library Journal， December 1960， p. 4418-4421 

12) 1899年大会の研究は進んでいないが、以下が黒人問題を指摘している。DennisThomison， 

A History of thθ Amθ'rican Library Associati∞， 1876-1972， Chicago， American Library 

Association， 1978， p. 46; Wayne A. Wiegand， Thθ Politics of An Emθ'rging Profession: Thθ 

Amθrican Library Association， 1876-191穴 Westport，Conn.， Greenwood Press， 1986， p. 109 

[r司書職の出現と政治:アメリカ図書館協会 1876-1917Jl川崎良孝 ・吉田右子 ・村上加代子訳，京都大

学図書館情報学研究会発行，日本図書館協会発売， 2007， p. 156-157J 

13) Benjamin Powell，“The President's Report to Council，" Amθ'rican Libr，θry Association 

Bulletin， July-August 1960， p.589; Grace T. Stevenson，“Memo to Members，" American Library 

Associatio刀 Bullθtin，May 1960， p. 364 
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14) William F. Yust，“What of the Black and Yellow Races?" op.cit. 

15)黒人サービス・ラウンドテーブルの記録は以下を参照。 Ernestine Rose， “Work with Negroes 

Round Table，" Amθ，rican Library Association Bul1eti九 July1921， p. 200-201; Ernestine Rose， 

“Work with Negroes Round Table，" Amθ'rican Library Association Bul1eti九 July1922， p. 361-

366; George T. Settle，“Work with Negroes Round Table，" Amθ'rican Library Association 

Bul1θtl九 July1923， p. 274-279 

16)リッチモンド大会と事件については以下が詳しい。 JohnL. Preer，“‘This Year-Richmond!':The 

1936 Meeting of the American Library Association，" Librariθs and Culturθ， vol. 39， no. 2， 

2004， p. 137-160 

17)方針については以下を参照。 “Report of the Committee on Racial Discrimination，" Amθ'T1can 

Library Association Bul1etin， January 1937， p. 37-38; Dennis Thomison， A History of thθ 

American Library Association， 1876-1972， op.cit.， p.132 

18)各州に lつの支部という決定については以下を参照。 DavidClift， “Memo to Members，" 

Amθrican Library Association Bul1θtin， March 1956， p. 10; ibid.， June 1956， p. 335; “To the 

Record: ALA Council，" Amθrican Library Association Bul1eti九 September1954， p. 445 

19) Casper LeRoy Jordan and E.J. Josey，“A Chronology of Events in Black Librarianship， 

E.J. Josey and Ann Allen Shockley， eds.， Handbook of Black Librarianship， Littleton， Colo.， 

Libraries Unlimited， 1977， p. 16. なおこの「黒人図書館学年表」はChickenBones:A J ournal for 

Literary and Artistic African-America Themesのホームページ上で継続的に項目が追加されており、

参考になる (http://www.nathanielturner.com/blacklibrarians.htm)0 ChickenBones: A Journal 

(http://www.nathanielturner.com)の主目的は、黒人による文書資料や絶版本などへのアクセスを提

供することにある。さらにアメリカ図書館協会のホームページでも「アフリカ系アメリカ人の図書館発

展年表J(Timeline in Library Development for African Americans)を掲載している (http://ww

w .ala.org/ ala/ alonline/resources/ selectedarticles/ aframtimeline/ cfm)。この年表の特徴は、合衆国

全体の図書館発展年表と対比して、黒人への図書館サービスでの重要点を示している ことにあるO

20) William F. Yust，“What of the Black and Yellow Races?" op.cit. 

21) George T. Settle，“Status of Work with Negroes in the Territory Embraced in the 

Southeastern Library Association，" op.cit.， p. 47-51 

22)例えば、時代は下がるが1948年にメアリー ・ロスロックは南東諸州協力図書館調査 (Southeastern 

States Cooperative Library Survey)との名称で、公立、学校、大学図書館に関するマクロな調査を

行っている。そこでの関心は南部の州単位での図書館空白地帯の状況と図書館への資金投入に集約され

ているが、これはアメリカ図書館協会の全国計画などと関係している。 MaryU. Rothrock， “Nine 

States Look at Their Libraries，" ThθSouthern Packet: A Monthly Review of Southern Books 

and Ideas， vol. 4， October 1948， p. 1-5 

23) Ernestine Rose，“Work with Negroes Round Table，" Amθ口.canLibr.θry Association Bul1etin， 

July 1922， p. 362-364 

24) [J ulia Ideson] “Progress South，" in George T. Settle，“日Torkwith Negroes Round Table，" 

Amθrican Library Association Bul1θtin， July 1923， p. 276 

25) Louis Shores，“Public Library Service to Negroes: Existing Facilities for Training the Negro 

Compiled from Questionnairs Sent to Librarians of Over Eighty Cities，" Library Journal， 

February 1930， p. 150-154 

26) Louis R. Wilson and Edward A. Wight， County Library Servicθin thθSouth: A Study of thθ 

Rosθ'nwald County Library Dθmonstration， University of Chicgo Press， 1935 

27) ibid.， p. 229 

28) Tommie Dora Barker， Librariθ's of thθSouth: A Report on Dθvelopmθnts， 1930-1935， Chicago， 

American Library Association， 1936 
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29) Louis R. Wilson， ThθGθography of Rθθding: A Study of thθDistribution and Status of 

Librariθ's in thθUnitθd Statθs， Chicago， American Library Association and University of 

Chicago Press， 1938 

30) ibid.， p. 32-34， 284-285， 288， 326， 342， 344， 352， 423など

31) Eliza Atkins Gleason， ThθSouthθ'rn Nθgro and thθPublic Library， op.GIt. 

32) Library Conferθnce He1d Undθ'r the A uspicθs of the Carnθ日θCorporationof Nθw York and 

thθGθ刀θ'ra1Education Board， March 14-15， 1941， Atlanta， GA， Atlanta University， 1941 

33) Gleason，“Public Library Service and the Negro，" in ibid.， p. 37-48 

34) Emily Miller Danton，“South Does Less Restricting，" Library Journa1タ vol.73， 1948， p. 990 

1002 

35) Louis R. Wilson and Marion A. Milczewski， eds.， Librari白 ofthe South伺 st:A Rθ'Port of thθ 

Sounthθastθ'rn States CooperativθLibrary Survθy， 1946-1947， University of North Carolina 

Press， 1949 

36) ibid.， p. 251 

37) Anna Holden，“The Color Line in Southern Libraries，" Nθw South， January 1954， p. 1-4 

38) L.D. Reddick，“Where Can a Southern Negro Read a Book?" in ibid.， p. 5-11 

39) Dorothy McAllister，“Library Service in Mississippi，" Library Journa1， March 1955， p. 536-

539 

40) Mary Edna Anders，“The Development of Public Library Service in the Southeastern States， 

1895-1950，" DLS dissertation， Columbia University， 1958 

41) ibid.， p. 234 

42) Eric Moon，“Editorial: The Silent Subject，" Library Journa1， December 1960， p. 4436-4437 

43)施設の人種隔離撤廃の時期については以下を参照。 InternationalResearch Associates， Accθss to 

Pu blic Li br81ゴθ's，op.GIt. 

44)カ一事件の判決は以下を参照。 Kerrv. Enoch Pratt FreθLibrary of Ba1timore City， 149 F.2d 

212 (1945); K，θrr v. Enoch Pratt FreθLibrary of Ba1timore City， 54 F.Supp. 514 (1944).なお先

駆的な事例としてはウエス卜・ヴァージニア州のチヤールストン独立学校区事件(1928)、ヴァージニ

ア州のアレクサンドリア公立図書館事件(1939)があり、以下を参照。 Andθ'rsonH. Brown v. The 

Board of Education of Char1θston lndθ'pendθ'nt Schoo1 District， 106 W.Va. 476 (1928); S.J. Ack 

erman，“Samuel Wilbert Tucker: The Unsung Hero of the School Desegregation Movement，" 

Journa1 of B1ack in Higher Education， no. 28， July 2000， p. 98-103 

45)ダンヴィル事件の判決は以下を参照。 “Government Facilities: Libraries， Virginia (G1adys Gi1es 

v. ThθLibrary Advisory Committθθ of thθCity of Dan円11e)，"RacθRe1ations Law Rθ'porter， 

1960， p. 1140-1141; "Government Facilities: Libraries， Virginia，" RacθRe1ations Law Rθ'portθ'r， 

1960， p. 528; “Administrative Agencies: Corporatio 

52 



川崎:公立図書館史研究における黒人:人種隔離を中心として(文献展望)

Bullθtin， 1962， p. 722; “‘Vertical Integration' Installed at Montgomery Public Library，" 

Library Journa1， 1962， p. 2856 

48)メンフィス事件については以下の資料がある O “Governmental Facilities: Libraries: Tennessee，" 

RacθRθ'lations Law Rθ'Portθ'r， vol. 5， 1960， p. 1271; Turnθr v. Rando1ph， 195 F.Supp. 677 (1961); ， 

“"Int同egratlOn:ピ AnInterm Report仁ピ 肝守引1so刀 Lib白'raryBulleθt白i九I

49)例えば以下の記事のヴア一ジニア.L.ジヨ一ンズ (Vi廿rg巴lmaL. J ones)の発言を参照。 “Segregati 

on in Libraries: Negro Librarians Give Their Views，" Wilson Library Bullθtin， May 1961， p 

707-710 

50)以下がブラウン事件の判決である。Brownv. Statθof Louisiana， 86 S.Ct. 719 (1966); State of 

Louisiana v.万θ'nryBrown θt a1.， 168 SO.2d 104 (1964) 

51)リード事件については以下がある。ClarkE. Center， Jr.，“Of Rabbits， Martin Luther King， Jr.， 

and the Alabama Public Library Service，" A1abama Librarian， Winter 1996， p. 16-20; Patterson 

T. Graham， A Right to Read: S，θ'grθgθtion and Givil Rights in A1abama 's Public Libraries， 

1900-196瓦Universityof Alabama Press， 2002， p. 102-111 

52) リード事件で問題の発端となったのは以下の絵本である o Garth Williams， ThθRabbits' Wedding， 

N ew Y ork， Harper and Row， 1958 [~ しろいうさぎとくろいうさぎ』 まつおかきょうこ訳，福音館書

庖， 1965J 

53) リード事件で問題となった「精選図書一覧」 は以下である O “Notable Books 1958，" Library 

Journa1， March， 1959， p. 816-817 

54)例えばムーン自身は図書館関係雑誌が果たした役割について、以下で意見を表明している。「図書館

関係雑誌とエリック・ムーン:インタビュー(聞き手:フレデリック・スティロー)Jメアリー・リー・

パンディ、フレデリック・スティロー編著 『アメリカ図書館界と積極的活動主義:1962-1973年」川崎

良孝・森田千幸 ・村上加代子訳，京都大学図書館情報学研究会発行，日本図書館協会発売， 2005， p. 129 

146. さらにムーンの以下の図書 も参照o Eric Moon， A Dθ'sire to Lθarn: 5，θlθctθd Wtitings， 

Metuchen， N.J.， Scarecrow Press， 1993 

55) Rice Estes，“Segregated Libraries，" op.cit. 

56) Eric Moon，“Editorial: The Silent Subject，" op.cit. 

57) “Highlights of the Midwinter Meeting，" Amθrican Library Associ.θtion Bullθtin， March 1961， 

p. 233;“Report of the Special Committee on Civil Liberties Adopted at the Midwinter 1961 

Meeting，" Amθ'rican Library Association Bullθtin， June 1961， p. 486-487; Archie L. McNeal， 

“Progress Report From the Intellectual Freedom Committee，" News1etter on Intellectua1 

Freedom， March 1961， p. 1 

58) “Dues and Rights: ALA Discusses ‘Libraries for All' at Cleveland，" Library Journa1， 

August 1961， p. 2587;“Integration and Censorship，" Library Journa1， March 1962， p. 904 

59) “Statement on Individual Membership， Chapter Status， and Institutional Membership，" 

Amθrican Library Association Bulletin， July / August 1962， p. 637.以下の記事が関係している O

“Integration and Censorship，" op.cit.， p. 904-908， 937; Eli M. Oboler，“Attitudes on 

Segregation: How ALA Compares with Other Professional Associations，" Library Journa1， 

December 1961， p. 4233-4239;“Editorial; Who's Out of Step?" Library Journa1， March 1962， 

p. 936-937; “Highlights of the Miami Beach Conference，" Amθrican Library Association 

Bullθtin， July / August 1962， p. 635-638;“Highlights of the Midwinter Meeting，" Amθ'ncan 

Library Association BullθtJ九 March1963， p. 232 

60) International Research Associates， Accθss to Public Libranθs， op.cit. ~公立図書館へのアクセ

ス』 をめぐる論議は以下を参照。 HarryN. Peterson， Accθ'ss to thθD.G. Public Library.・

Gommθnts on thθMθthodo10gy and Gonclusions of thθ "Accθss to Public Librari白 " Rθ!port， 

Washington D.C.， The Library， August 8， 1963;“The Access to Public Libraries Study，" 

53 



京都大学 生涯教育学・図書館情報学研究 vol. 9. 2010年

Amθrican Library Association Bullθtin， September 1963， p. 742-744;“The U nderpri vileged 

Reader，" Wilson Library Bulletin， September 1963， p. 65-67;“‘The Access Study' An Lj 

Forum，" Library Journal， December 1963， p. 4685-4710; Herbert Gans，“The Access Survey 

From the Social Scientist's Viewpoint，"日ljjsonLibrary Bullθti冶， December 1963， p. 336-341， 368; 

“Report on the Study of Accθ'ss to Public Librariθs，" Amθrican Library Association Bulletin， 

April 1964， p. 299-304; Archie L. McNeal，“Access to Libraries，" Southθastern Librarian， Winter 

1963， p. 207-210 

61)人種隔離と公立図書館に関する修士論文は以下である O なお網羅性に欠けているかもしれない O

Barbara Marie Adkins，“A History of Public Library Service to Negroes in Atlanta， Georgia，" 

1951; Lucretia Jeanette Parker，“A Study of Integration in Public Library Service in Thirteen 

Southern States，" 1953; Rosebud Harris Tillman，“The History of Public Library Service to 

Negroes in Little Rock， Arkansas， 1917-1951，" 1953; Rheba Palmer Hoffman，“A History of 

Public Library Services to Negroes in Memphis， Tennessee，" 1955; Lillian Taylor Wright， 

“Thomas Fountain Blue， Pioneer Librarian， 1866-1935，" 1955; G.S. Barnes，“History of the 

Public Library Service to Negroes in Galveston， Texas， 1904-1955，" 1957; John Lee Curry， 

“A History of Public Library Services to Negroes in Jacksonville， Florida，" 1957; Issac R 

Barfield，“A History of the Miami Public Library， Miami， Florida，" 1958; C.E. Davis， “Sur 

vey of the Public Library Service to Negroes in Greenville County， South Carolina，" 1958; 

Mary Ellen McCrary，“A History of Public Library Service to Negroes in Nashville， 

Tennessee， 1916-1958，" 1959; Irene Cross Hansbrough，“Public Library Service to Negroes in 

Knoxville， Tennessee，" 1959; Birdie Turner James，“History and Development of Public 

Library Service to Negroes in Mobile， Alabama， 1931-1959，" 1961; Pennie Williams Dickey， 

“A History of Public Library Service for Negroes in Jackson， Mississippi， 1950-1957，" 1962; 

Neloweze Williams Cooper，“The History of Public Library Service to Negores in Savannah， 

Georgia，" 1960; Juanita Louise Jones Crittenden，“The History of Public Library Service to 

Negroes in Columbus， Georgia， 1831-1959，" 1960; Emma Ruth Fonville，“A History of Public 

Library Service to Negroes in Bessemer， Alabama，" 1962; Bernice Lloyd Bell，“Integration in 

Public Library Service in Thirteen Southern State 

65) Bernice Lloyd Bell， ibid.， p. 24-96 (“Chapter II: The Status of Integration in Public Library 

Service in the Thirteen Southern States") 

66) ibid.， p.99 

67) Bernice Lloyd Bell，“Public Library Integration in Thirteen Southern States，" Library 

Journal， December 1963， p. 4713-4715 

68)以下の図書で24名の寄稿者がジョズィーの多様な業績や貢献を記している。 IsmailAbdullahi， E.J. 

Josθy: An Activist Librarian， Metuchen， N.J.， Scarecrow Press， 1992 

69) ジョズィーに関する文献目録は以下を参照。 IsmailAbdullahi， “Bibliograhy of Works By and 

About E.J. Josey，" in ibid.， p. 231-254 

70) E.J. Josey， ed.， The Black Librarian in America， Metuchen， N.J.， Scarecrow Press， 1970.な

お本書については1994年に改訂版が出版されている。改訂版では30名が寄稿しているが、 1970年版に執

54 



川崎:公立図書館史研究における黒人:人種隔離を中心として(文献展望)

筆したのはその内の11名である。E.J.Josey， ed.， Thθ Black Librarian in Amθ'rica Rθvisitθd， 

Metuchen. N.J.. Scarecrow Press. 1994 

71) E.J. Josey， ed.， ibid.， ix， 1970 

72) E.J. Josey， ed.， W五atBlack Libr，θrians Are Saying， Metuchen， N.J.， Scarecrow Press， 1972 

73) ibid.， p. 5 

74) Annette L. Phinazee， ed.， The Black Librarian in thθ Southθast: Eminiscθ'ncθs， Acti日tlθs，

Chθ11θ'flg.θs， Papθ'rs PrθSθntθd for a Co11oquium Sponsorθd by thθ School of Libr，θry Sciθ'ncθ， 

North Carolina Cθ'ntral Univθrsity， Octobθr 8-9， 1976， Durham， N.C.， North Carolina Central 

University， 1980 

75) E.J. Josey and Kenneth E. Peeples， Jr.， eds.， Opportunitiθs for Minoritiθs in Librarianship， 

Metuchen， N.J.， Scarecrow Press， 1977 

76) ibid.， p. 57-94 

77)例えば以下がある。 “Racial Minority Groups，" in Marcia J. Nauratil， Public Librariθ's and 

Nontraditional Cliθ'nteles， Westport， Conn.， Greenwood Press， 1985， p. 99-128; A.P. Marshall， 

“Service to Afro-Americans，" in Sidney 1. Jackson， Eleanor B. Herling and E.J. Josey， 

A Cθ'ntury of S.θrVlcθ Librarianship in thθ Unitθd Statθs and Canada， Chicago， American 

Library Association， 1976， p. 62-78 

78) E.J. Josey and Ann Allen Shockley， eds.， Handbook of Black Librarianship， op.cit.この本は

第2版が刊行されている o E.J. Josey and M.L. DeLoach， eds.， Handbook of Black Librarianship， 

2nd ed.， Lanham， MD， Scarecrow Press， 2000 

79) Virginia Lacy Jones “How Long， Oh How Long?" Library Journal， December 1962， p. 445 

80) Donnarae MacCann，“Libraries for Immigrants and ‘Minorities' A Study in Contrasts，" 

in Donnarae MacCann， ed.， Social Rθsponsibility in Librarianship， Jefferson， N.C.， McFarland， 

1989， p. 103 

81) Klaus Musmann，“The Ugly Side of Librarianship: Segregation in Library Services from 1900 

to 1950，" in John Mark Tucker， ed.， Untold Stories， op.cit.， p. 78 

82) Eliza Atkins Gleason， ThθSouthern Nθgro and thθPublic Library， op.cit.包括的という意味

では、「おわりに」で取り上げるデイヴィッド・ M.バトルズ (DavidM. Battles)の業績も参考になるO

83) John Mark Tucker， ed.， Untold Storiθs， op.cit. 

84) Edward A. Goedeken，“Civil Rights， Libraries， and African-American Librarianship， 1954-

1994: A Bibliographic Essay，" in ibid.， p. 188-199 

85) ibid.， p. 190 

86) Rosemary R. DuMont，“Race in American Librarianship: Attitudes of the Library 

Professions，" Journal of Library History， vol. 21， 1986， p. 488-509 

87) A.P. Marshall，“Service to Afro-Americans，" in Sidney L. Jackson， E.B. Herling and E.J 

Josey， eds.， A Cθ'ntury of S.θ'rVlcθ， op.cit.， p. 62-78 

88) E.J. Josey，“Race Issues in Library History，" in Wayne A. Wiegand and Donald G. Davis， 

Jr.， eds.， Encyclopθdia of Library History， New York， Garland Publishing， 1994， p. 533-537 

89) Casper LeRoy Jordan and E.J. Josey，“A Chronology of Events in Black Librarianship，" 

op.cit.， 1977， p. 15-23 

90) Eric Moon， A Dθsire to Lθarn， op.cit 

91) Cheryl Knott Malone，“Accomodating Access: ‘Colored' Carnegie Libraries， 1905-1925，" 

Ph.D. dissertation， University of Texas-Austin， 1996 

92) Patterson T. Graham，“Segretation and Civil Rights in Alabama' s Public Libraries， 1918-

1965，" Ph.D. dissertation， University of Alabama， 1998; Patterson T. Graham， A Right to 

Rθad， op.cit. 

- 55-



京都大学 生涯教育学・図書館情報学研究 vol. 9. 2010年

93) A.P. Marshall，“Service to Afro-Americans，" in Sidney 1. Jackson， Eleanor B. Herling and 

E.J. Josey， A Cθ'ntury of S，θ'rvice， op.cit. 

94) Rosemary R. DuMont，“Race in American Librarianship: Attitudes of the Library 

Professions，" op.cit. 

95) Stephen Cresswell，“The Last Days of Jim Crow in Southern Libraries，" Librariθ5 and 

Culturθ， vol. 31 no. 3 and 4， 1996， p. 557-573 

96) Klaus Musmann，“The Ugly Side of Librarianship: Segregation in Library Services from 

1900 to 1950，" in John Mark Tucker， ed.， Untold Ston白，op.cit.， p. 78-92 

97) Michael Fultz，“Black Public Libraries in the South in the Era of De Jure Segregation，" 

Libranθ'5 and Culture， vol. 41， no. 3， 2006， p. 337-359 

98) Annie L. McPheeters， Library Servicθin Black and Whitθ.' SomθPθr50nal Rθcollθctions， 1921 

1980， op.cit. 

99) ibid.， p. 135 

100) Cheryl Knott Malone，“Accomodating Access: 'Colored' Carnegie Libraries， 1905-1925，" 

Op.Clt. 

101)マローンは博士論文をもとに以下の論文を発表している o Chery 1 Knott Malone， “Louisville Free 

Public Library' s Racially Segregated Branches， 1905-35，" op.cit.; “Autonomy and 

Accommodation: Houston' s Colored Carnegie Library， 1907-1922，" Libr.θnθs and Culturθ， vol 

34， no. 2， 1999， p. 95-112; “Books for Black Children: Public Library Collections in Louisville 

and Nashville， 1915-1925，" Library Quθrtθ'rly， vol. 70， no. 2， 2000， p. 179-200; “The Adult 

Collection at Nashville' s Negro Public Library， 1915-1916，" in Robert S. Freeman and David 

M. Hovde， eds.， Librariθs to thθPθople: Historiθs of Outreach， Jefferson， N.C.， McFarland， 

2003， p. 148-156 

102) John Mark Tucker， ed.， Untold Storiθ's， op.cit. 

103) Dan R. Lee，“From Segregation to Integration: Library Services for Blacks in South Car 

olina，" in ibid.， p. 93-109 

104) Donald G. Davis， Jr. and Cheryl Knott Malone，“Reading for Liberation: The Role of 

Libraries in the 1964 Mississippi Freedom Summer Project，" op.cit.フリ ーダム図書館について

当時の資料としては例えば以下があるo Virginia Steele，“‘Freedom Libraries' of the Mississippi 

Summer Project，" Southθ'astθrn Librarian， Summer 1965， p. 77-81.同雑誌の編集者は、公民権運

動に関わった図書館員の発言はほとんどないと指摘し、このスティ ールの記録を貴重な文献と強調して

いる。

2002年に発表された下記の論文は、 ミシシッピーナ|、|における図書館サービスの歴史を、南北戦争後の

1866年からブラウン判決の1954年までを概観している O 公立図書館の前史にかなりスペースを割き、大

学図書館や図書館員の養成にも触れているが、図書館サービスの発展については19世紀には宗教団体な

どの取り組み、 20世紀前半はカ ーネギーやローゼンワルド基金などの取り組み、戦後は州の関与などを

重視している o Jama Lumumba and Ann Branton， “Historical Survey of Library Services for 

Blacks in Mississippi: 1866 to 1954，" Mississippi Libr.δnθs， vol. 66， no. 2， Summer 2002， p. 37-40 

105) Andrea 1. Williams，“A History of Holland Public Library， Wichita Falls， Texas， 1934-19 

68，" in John Mark Tucker， ed.， Untold Stories， op.cit.， p. 62-77 

106) Jesse C. Smith， ed.， NotablθBlack Amθ'rican Womθ刀， Detroit， MI， Gale Research， 1992， 1996 

107) Jessie Carney Smith，“Black Women， Civil Rights， & Libraries，" in John Mark Tucker， 

ed.， Untold Storiθ5， op.cit.， p. 141-150 

108) Edward A. Goedeken凡lし，

1994企 ABibliographic Essay，" op.cit.， p. 188-199 

109) S.J. Ackerman，“Samuel Wilbert Tucker: The Unsung Hero of the School Desegregation 

56 



川崎:公立図書館史研究における黒人 :人種隔離を中心として(文献展望)

Movement，" op.cit. 

110) Patterson T. Graham，“Segregation and Civil Rights in Alabama' s Public Libraries， 1918 

1965，" op.cit.; Patterson T. Graham， A Right to Read， op.cit 

111) Reinette F. Jones， Library Servicθ to Alrican Amθ'ricans in Ken tucky，企omRθconstruction 

Era to thθ 1960s， op.cit 

112) Benjamin F. Speller， Jr.， Educating Black Librarians， Papθ'rs Irom thθ 50th Annivθ'rsary 

Celθbr，θtion 01 thθ School 01 Library and Inlormation Sciθ'ncθ's， North C.δrolinθCθ'ntral 

University， Jefferson， N.C.， McFarland， 1991 

113) E.J. Josey，“A Foreword，" in ibid.， Vii-Xlll 

114) Miles M. Jackson，“Summary and Implications，" in ibid.， p. 151 

115) Arthur Clinton Gunn，“Early Training for Black Librarian in the U.S.，" op.cit. 

116) Rosemary Ruhig DuMont， "The Educating of Black Librarians: An Historical Perspective，" 

Journal 01 Education lor Library and Inlormation Sciθncθ， vol. 26， 1986， p. 233-249 

117) Ro bert Sidney Martin and Orvin Lee Shiflett，“Hampton， Fisk， and Atlanta，" op.cit.， 

注10も参照。

118)黒人図書館員養成史については以下の文献も指摘しておく o O. Lee Shiflett， “The American 

Library Associaiton' s Quest for a Black Library School，" Journal 01 Educ，θtion lor Library 

and Inlormation Sciθ'ncθ" vol. 35， no. 1， 1994， p. 68-72 

119) Allison M. Sutton，“Bridging the Gap in Early Library Education History for African 

Americans: The Negro Teacher-Librarian Training Program (1936-1939)，" Journal 01 Negro 

Education， vol. 74， no. 2， 2005， p. 138-150 

120) Kayla B. Barrett and Barbara A. Bishop，“Integration and the Alabama Library 

Association: Not So Black and White，" Librariθs and Culturθ， vol. 33， no. 2， 1998， p. 141-161 

121) Steven R. Harris， 

Integration，" Libraries and Culture， vol. 38， no. 4， 2003， p. 322-350 

122) John L. Preer，“‘This Year -Richmond!¥ op.cit.， p. 137-160 

123) James V. Carmichael， Jr.，“Tommie Dora Barker and Southern Librarianship，" Ph.D. dis-

sertation， University of North Carolina， 1988 

124) James V. Carmichael， Jr.，“Atlanta' s Female Librarians， 1883-1915，" Journal 01 Library 

History， vol. 21， no. 2， 1986， p. 376-399 

125) ibid.， p. 384， 394 

126) James V. Carmichael， Jr.，“Women in Southern Library Education， 1905-1945，" Library 

Quartθ'rly， vol. 62， no. 2， 1992， p. 169-216 

127) Stephanie J. Shaw， What a Woman Ought to Bθ and to Do， Univerisity of Chicago Press， 

1996 

128) ibid.， p.137 

129)図書館や黒人女性図書館員については以下で触れられている o ibid.， p.137， 141-142， 151-155， 171-

174， 194， 204-206， 209 

130) Mary L. Bundy and F.L. Stielow， eds.， Activism in Amθ'rican Librarianship， 1962-1973， 

Westport， Conn.， Greenwood Press， 1987 [rアメ リカ図書館界と積極的活動主義 :1962-1973年』

op.cit.] 

131) E.J.ジョズィ一「公民権運動とアメリカ図書館界:開幕Jin ibid.， p. 19-27 

132) ibid.， p. 27 

133)ウィリアム・カニンガム 「アメ リカ図書館協会ブラック ・コーカス:最初の4年間Jin ibid.， p. 149-

156 

134) へレン・ウィリアムズ 「白人図書館学校での黒人の経験、1962-1973年 :移行の時代Jin ibid.， 

-57-



京都大学 生涯教育学・図書館情報学研究 vol. 9. 2010年

p. 195-202 

135) Iブラック・コーカスによる人種隔離(撤廃)についての決議JCBlack Caucus on Desegregation) 
in ibid.， p. 247 

136) Dan R. Lee，“Faith Cabin Libraries: A Study of an Alternative Library Service in the 

Segregated South， 1932-1960，" Librariθ'5 and Culturθ， vol. 26， no. 1， 1991， p. 169-182 

137) Patrick M. Valentine，“Steel， Cotton， and Tobacco: Philanthropy and Public Libraries in 

North Crolina， 1900-1940，" Librariθ5 and Cultur，θ， vol. 31， no. 2， 1996， p. 272-298 

138) ibid.， p. 276-277 

139) ibid.， p. 283 

140) Louise S. Robbins，“Changing the Geography of Reading in a Southern Border State: The 

Rosenwald Fund and the WPA in Oklahoma，" Libranθ'5 and Culturθ， vol. 40， no. 3， 2005， 

p. 353-366 

141)ジュリア・ A.ハースパーガ一、ロウ・スア、アダム・ L.マレー 「第 5章 コミュニティの果実と土

台:グリーンズボロ・カーネギー黒人図書館、 1904-1964年」ジョン・ E.ブッシュマン、グロリア・ J

レッキ一編著『場としての図書館:歴史、コミュニティ、文化』川崎良孝・久野和子 ・村上加代子訳，

京都大学図書館情報学研究会発行，日本図書館協会発売， 2008， p. 117-148 

142) Alma Dawson，“Celebrating African-American Librarians and Librarianship，" Library 

Trθ'nd5， vol. 49， no. 1， 2000， p. 49-87 

143) Betty L. Jenkins，“A White Librarian in Black Harlem，" Library Quartθ'rly， vol. 60， 1990， 

p. 216-231 

144) Sarah A. Anderson，““The Place to Go" The 135th Street Branch Library and the 

Harlem Renaissance，" Library Quartθ>rly， vol. 73， no. 4， 2003， p. 383-421 

145) Ethelene Whitmire，“Breaking the Color Barrier: Regina Andrews and the New York 

Public Library，" Librariθ'5 and Culturθ， vol. 42， no. 4， 2007， p. 409-421 

146) David M. Battles， The Hi5tory of Public Library Accθ55 for African American5 in the South， 

or， Lθaving Bθhind the Plow， Lanham， Maryland， Scarecrow， 2008 

147) E.J. Josey，“A Mouthful of Civil Rights and an Empty Stomach，" Library Journal， vol 

90， no. 2， January 1965， p. 202-205 

148) International Research Associates， Accθ55 to Public Librariθ'5， op.cit. 

149) Margaret Mead and James Baldwin， A Rap on Racθ， Philadelphia， Lippincott Company， 

1971， p. 39 

150) ジェイムズ・ボールドウィン 『山に登りて告げよ』斉藤数衛訳，黒人文学全集，第3巻，早川書房，

1968， p. 39-40.なお 「山手の書物」とはハーレム分館である。

151)ジョン・ホープ・フランクリン 『人種と歴史』本田創造監訳，岩波書庖， 1993， p. 39.この出来事は

1950年代の前半と推察できるO

58 




